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清
流
会
の
皆

様
に
は
、
平
素

よ
り
格
別
の
ご

支
援
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
29
年
度
、
本
校
は
大
き
な

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
一
つ
は
、
通
学
区

域
再
編
後
３
年
が
経
過
し
、
３
学
年
す
べ

て
が
第
３
学
区
か
ら
の
入
学
者
に
な
り
、

名
実
と
も
に
第
３
学
区
の
高
校
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。
校
訓
「
自
治
創
造
・
明
朗
親

和
」
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
加
印
・
明

石
・
北
播
か
ら
の
入
学
生
達
が
互
い
に
刺

激
し
合
い
、
認
め
合
い
な
が
ら
新
し
い
校

風
を
作
り
あ
げ
て
い
っ
て
く
れ
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
本
年
度
か
ら
新
た
に
５
年

間
の
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
事
業
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
で
す
。
Ｓ

Ｓ
Ｈ
を
希
望
す
る
学
校
が
多
い
中
、
幸
い

に
も
採
択
さ
れ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
2

期
に
お
け
る
生
徒
達
の
課
題
研
究
の
実
績

が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
３
期
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
は
、
『To the 

N
ew
 Frontier

』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
理
数
科
だ
け
で
な
く
普
通
科
も
含
む

全
員
が
探
究
活
動
に
取
組
み
、
「
研
究

力
・
発
信
力
・
国
際
性
」
を
伸
長
す
る
こ

と
を
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

探
究
活
動
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
で
も

重
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
指
導
方
法
の
確

立
が
急
が
れ
ま
す
。

　

４
月
下
旬
に
は
4
年
目
と
な
る
台
湾
の

台
中
女
子
高
級
中
等
学
校
研
修
旅
行
団
の

訪
問
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
も
、
両
校
の

生
徒
が
協
力
し
て
課
題
に
取
組
む
時
間
や

英
語
で
の
研
究
発
表
、
部
活
動
を
通
し
て

交
流
し
ま
し
た
。
来
春
に
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事

業
の
海
外
研
修
と
し
て
台
中
に
生
徒
を
派

遣
し
、
現
地
の
高
校
や
大
学
と
の
交
流
、

調
査
研
究
等
へ
と
発
展
さ
せ
る
計
画
で

す
。

　

今
春
の
大
学
進
学
実
績
で
は
、
過
年
度

卒
業
生
も
含
め
て
、
東
大
1
名
、
京
大
8

名
、
阪
大
27
名
、
神
大
30
名
、
国
立
大
医

学
部
医
学
科
3
名
等
、
す
ば
ら
し
い
結
果

を
残
し
て
い
ま
す
。
部
活
動
に
お
い
て

も
、
陸
上
競
技
部
、
自
然
科
学
部
地
学

班
、
囲
碁
・
将
棋
同
好
会
が
全
国
で
活
躍

等
、
輝
か
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
県
立
学
校
環
境

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ふ
る
さ
と
ひ
ょ
う

ご
寄
附
金
」
制
度
に
は
、
多
く
の
方
々
の

ご
理
解
を
賜
り
、
１
年
間
で
４
３
０
万
円

余
り
の
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
教

室
へ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
設
置
や
国
際
交

流
の
た
め
の
資
金
と
し
て
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

こ
の
寄
附
金
は
税
控
除
の
対
象
で
あ

り
、
年
収
に
応
じ
た
一
定
額
ま
で
な
ら
納

税
を
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
す
。
詳
細

に
つ
い
て
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
、
益
々

の
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
を

お
願
い
し
ま
す
と
と
も

に
、
会
員
の
皆
様
の
さ

ら
な
る
発
展
を
お
祈
り

し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様

に
は
、
ま
す
ま

す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
清
流
会
の
活
動
に
深
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
最
近
の
世
相
の
動
向
に
は
た
い
へ

ん
厳
し
い
も
の
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
社

会
情
勢
、
経
済
情
勢
、
政
治
情
勢
等
々
い

ず
れ
に
お
き
ま
し
て
も
混
沌
と
し
た
も
の

で
不
透
明
感
の
み
が
漂
っ
て
お
り
ま
す
。

難
問
だ
ら
け
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
？
さ
て
、
清
流
会
は
、
本
部
総
会
、
各

地
区
支
部
総
会
、
各
年
次
総
会
等
々
に
加

え
、
ゴ
ル
フ
大
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

の
行
事
、
そ
し
て
新
入
会
員
入
会
式
が
あ

り
ま
す
。
今
年
も
新
入
会
員
を
迎
え
ま
し

た
。
去
る
2
月
27
日
高
校
卒
業
式
の
前
日

で
す
が
、
清
流
会
入
会
式
を
卒
業
生
対
象

に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
清
流
会
の
説
明

を
さ
せ
て
頂
き
入
会
で
き
る
喜
び
に
つ
い

て
お
話
を
い
た
し
ま
し
た
。
卒
業
生
に
は

入
会
記
念
と
し
て
図
書
カ
ー
ド
の
配
布
を

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、
清
流
会
表
彰

式
を
行
い
高
校
生
活
3
年
間
に
お
い
て
顕

著
な
活
動
を
し
た
り
、
文
化
、
芸
術
、
体

育
で
表
彰
さ
れ
た
り
高
い
評
価
を
受
け
た

生
徒
に
対
し
て
清
流
会
表
彰
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
高
校
の
協
力
を
得
て
実

施
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ

で
、
私
は
こ
の
一
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
行

事
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
一
番
心
に
残
っ
た
の
は
、
旧
制

19
・
20
回
生
の
年
次
総
会
で
し
た
。
20
数

名
の
参
加
で
し
た
が
、
会
話
が
す
す
み
お

酒
も
入
り
歌
ま
で
飛
び
出
し
年
齢
を
感
じ

さ
せ
な
い
楽
し
い
会
合
で
し
た
。
そ
し
て

最
後
に
今
ま
で
40
数
回
の
年
次
会
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
が
今
回
を
持
っ
て
同
窓
会

を
終
わ
り
に
し
ま
す
と
宣
言
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
最
終
同
窓
会
に
衝
撃
を
受
け
た

し
だ
い
で
す
。
旧
制
19
・
20
回
生
の
歴
史

の
書
類
は
、
本
部
で
預
か
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
さ
て
、
皆
様
か
ら
納
入
頂
い
て

い
る
会
費
は
清
流
会
会
報
の
発
行
、
送

付
、
支
部
総
会
、
年
次
総
会
へ
の
御
祝
い

金
、
在
校
生
や
学
校
へ
の
教
育
整
備
支
援

等
に
支
出
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

年
々
会
費
納
入
が
減
少
し
て
い
く
中
、
運

営
が
少
し
ず
つ
苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
今
一
度
、
会
費
納
入
を
お
忘
れ
の
方

に
は
是
非
納
入
手
配
を
お
願
い
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
清
流
会
が
ま
す
ま
す
発
展
し

て
い
く
こ
と
は
同
窓
会
に
と
っ
て
す
ば
ら

し
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
現
下
に
考
え
ま
す
と
卒
業
生
は
3
万

人
を
突
破
し
て
い
ま
す
が
、
会
費
収
入
の

減
少
、
各
会
合
へ
の
参
加
人
数
の
伸
び
悩

み
等
々
の
問
題
に
突
き
当
た
っ
て
い
ま

す
。
今
、
私
た
ち
清
流
会
会
員
は
清
流
会

の
あ
り
方
に
今
一
度
目
を
向
け
て
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

 

楽
し
い
清
流
会
へ

清
流
会
会
長

　大

　西

　壯

　司
（
高
21
回
）  

母
校
の
近
況
ご
報
告

校

　長

　安

　本

　
　直
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平
成
28
年
度
大
阪
清
流
会
総
会

は
総
勢
72
名
の
盛
会
で
し
た
。

　

今
年
は
測
地
学
を
研
究
さ
れ
て

い
る
高
校
25
回
卒
業
の
京
都
大
学

大
学
院
理
学
研
究
科
教
授
の
福
田

洋
一
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
テ

ー
マ
は
「
南
極
で
重
力
を
は
か

る
」。

　

南
極
観
測
隊
に
5
回
も
参
加
さ

れ
た
貴
重
な
経
験
を
基
に
ス
ラ
イ

ド
を
使
い
な
が
ら
の
ご
講
演
は
大

変
好
評
で
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆

様
は
「
測
地
学
」
へ
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
未
知
な
る
大
陸

へ
観
測
隊
に
同
行
で

き
た
気
分
に
な
ら
れ

た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

次
に
大
西
本
部
会

長
よ
り
清
流
会
本
部

の
活
動
等
に
つ
い
て
、

安
本
校
長
よ
り
母
校

後
輩
の
活
躍
ぶ
り
に

つ
い
て
近
況
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ラ
ッ
キ
ー

抽
選
で
は
、
会
員
の

方
か
ら
商
品
券
の
ご

提
供
が
あ
り
、
思
い

が
け
な
い
豪
華
な
一

等
賞
に
司
会
の
糟
谷

千
恵
子
さ
ん
を
中
心

に
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

最
後
は
、
高
ら
か

に
中
学
校
歌
を
斉
唱

さ
れ
た
最
高
齢
の
伊

藤
良
昭
氏
（
中
19
回
）、

高
校
校
歌
は
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
の
杉
原
真
理

子
氏
（
高
21
回
）
と

バ
リ
ト
ン
歌
手
の
藤

村
匡
人
氏
（
高
35
回
）

の
先
導
で
唱
和
し
ま

し
た
。

　

い
つ
も
な
が
ら
、

会
員
の
皆
様
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
楽
し
い
総
会
と

で
き
た
こ
と
に
感
謝
致
し
ま
す
。

　

平
成
28
年
は
11
月
11
日
に
総
勢

285
名
も
の
皆
さ
ん
に
ご
出
席
を
頂

き
ま
し
た
。
こ
こ
6
年
は
200
名
を

超
え
る
参
加
が
あ
り
、
特
に
、
こ

の
４
年
は
毎
年
、
参
加
者
の
レ
コ

ー
ド
を
更
新
し
て
お
り
ま
す
。

　

清
流
会
東
京
支
部
の
ス
タ
ー
ト

は
、
な
ん
と
、
前
回
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
年
、
昭
和
39
年
・
1

9
6
4
年
で
あ
り
ま
す
。
当
時
、44

名
の
同
窓
生
が
集
ま
っ
た
、
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。
以
来
、
本
年
で

53
年
目
の
同
窓
会
と
な
り
ま
し
た
。

途
中
、
25
名
程
度
の
参
加
の
年
も

あ
っ
た
、
と
記
録
に
は
あ
り
ま
す

が
、
東
京
支
部
の
年
次
幹
事
の
皆

さ
ん
の
活
躍
の
お
蔭
で
、
こ
の
よ

う
に
盛
大
な
会
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
特
に
昨
年
嬉
し
か
っ
た
の
は
、

高
校
68
回
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・

フ
レ
ッ
シ
ュ
ウ
ー
マ
ン
が
、
な
ん

と
6
名
も
参
加
し
て
く
れ
た
こ
と

で
す
。

　

こ
れ
は
、
ご
来
賓
と
し
て
お
越

し
を
頂
い
た
清
流
会
本
部
の
大
西

壯
司
会
長
、
そ
し
て
安
本
直
学
校

長
の
東
京
支
部
へ
の
暖
か
い
サ
ポ

ー
ト
・
情
報
連
携
の
お
蔭
と
心
よ

り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
O
B
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ

ー
は
N
H
K
の
「
今
日
の
健
康
」

等
で
お
馴
染
み
の
苅
尾
七
臣
（
か

り
お
・
か
ず
お
み
）
自
治
医
科
大

学
主
任
教
授
（
高
33
回
）
で
、「
元

気
で
い
よ
う
清
流
会
〜
ヘ
ル
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
と
い
う
演
題
で

健
康
法
に
つ
い
て
の
お
話
し
を
頂

き
ま
し
た
。
大
変
内
容
が
あ
り
、

お
話
し
を
聞
け
た
同
窓
生
の
寿
命

が
5
〜
10
年
は
伸
び
た
の
で
は
、

と
思
い
ま
す
。

　

「
ふ
る
さ
と
・
加
古
川
ク
イ
ズ
」

の
司
会
は
今
年
も
N
H
K
・
高
瀬

耕
造
ア
ナ
（
高
46
回
）
に
お
願
い

し
、
同
窓
生
有
志
か
ら
頂
戴
し
た

沢
山
の
賞
品
を
、
参
加
者
に
喜
ん

で
お
持
ち
帰
り
頂
き
ま
し
た
。

　

加
古
川
か
ら
も
黒
田
昌
宏
副
会

長
（
高
37
回
）、山
口
勝
英
前
会
長

（
高
15
回
）、谷
正
人
校
内
幹
事（
高

26
回
）
や
神
戸
新
聞
社
・
加
藤
正

文
様
（
東
京
支
社
編
集
部
長
）
な

ど
多
く
の
方
に
お
越
し
頂
き
華
を

添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
年
同
窓
生
の
集
い
は
11
月
10

日
（
金
）
で
す
。
ぜ
ひ
関
東
一
円

は
勿
論
、
是
非
、
加
古
川
か
ら
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
ピ
ム
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ

ッ
ド
最
高
経
営
責
任
者
）

支
部
長

　松
井
昭
憲
（
高
30
回
）

●
東
京
支
部
「
同
窓
生
の
集
い
2
0
1
6
」

地
域
・
職
域
支
部
だ
よ
り

支
部
長

　山
本
俊
輔
（
高
25
回
）

●
大
阪
支
部
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平
成
28
年
9
月
に
開
き
ま
し
た

第
34
回
総
会
の
ご
報
告
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

場
所
は
、
ビ
ス
ト
ロ 

プ
テ
ィ
・

パ
リ
。
近
鉄
奈
良
駅
よ
り
徒
歩
3

分
と
い
う
利
便
な
ア
ル
テ
館
2
階

の
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
。
わ
か
く
さ

会
は
参
加
者
も
少
な
い
こ
ぢ
ん
ま

り
し
た
会
な
の
で
お
店
の
選
択
も

楽
な
の
で
毎
年
変

え
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
こ
の
度
は
、

阿
藤
京
子
さ
ん（
高

18
回
）が
お
店
と

交
渉
し
て
決
ま
り

ま
し
た
。

　

今
回
も
本
部
か

ら
安
本
直
校
長
、

松
中
泰
幸
教
頭
、

大
西
壯
司
（
清
流

会
会
長
）、多
木
有

一
副
会
長
の
方
々

の
ご
臨
席
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
京

都
在
住
の
庭
師
、

小
柳
憲
治
さ
ん（
高

26
回
）
に
一
力
な

ど
一
流
の
料
亭
の

お
仕
事
や
何
故
庭

師
に
な
ら
れ
た
の

か
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私

に
と
っ
て
全
く
知

ら
な
い
世
界
な
の

で
驚
き
と
と
も
に

　

開
催
日
平
成
29
年
2
月
17
日

（
金
）
開
催
場
所
お
も
て
な
し
ダ

イ
ニ
ン
グ
福
亭
。

　

今
回
か
ら
経
費
節
減
で
一
部
メ

ー
ル
案
内
試
行
。
大
庫
隆
夫
副
会

長
、
安
本
校
長
ら
ご
臨
席
の
下
、

総
勢
29
名
で
開
催
。
大
庫
会
長
代

行
の
ご
挨
拶
、
安
本
校
長
の
母
校

近
況
報
告
及
び
司
会
者
に
よ
る
会

計
報
告
の
あ
と
、来
賓
三
木
英
一
先

生
の
乾
杯
で
懇
親
会
へ
。
今
年
も

　

平
成
29
年
の
総
会

を
2
月
16
日
に
J
R

西
明
石
駅
近
く
の
ホ

テ
ル
で
、
本
部
か
ら

大
西
会
長
と
土
屋
副

会
長
、
母
校
か
ら
安

本
校
長
先
生
と
井
上

先
生
を
お
招
き
し
、

支
部
会
員
51
名
の
参

加
で
開
催
し
ま
し

た
。
総
会
と
あ
わ
せ

て
支
部
顧
問
の
本
西

英
さ
ん
（
高
18
回
）

に
「
一
期
一
会
〜
私

が
歩
ん
だ
技
術
者
の

道
〜
」
と
題
し
て
講

演
い
た
だ
き
、
ご
自

身
の
輝
か
し
い
経
歴

と
そ
の
時
々
に
出
会

い
大
切
に
さ
れ
て
い

る
仲
間
を
ご
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本

西
さ
ん
は
2
0
0
6

年
に
精
密
工
学
会
フ

ェ
ロ
ー
の
認
定
を
受

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
一
方
で
、
母

校
の
生
徒
が
鳥
の
小

翼
を
応
用
し
た
風
力

発
電
研
究
で
高
い
評

価
を
受
け
た
と
の
報
告
を
聞
き
、

私
は
技
術
者
の
端
く
れ
で
す
が
、

先
輩
や
後
輩
の
活
躍
を
誇
ら
し
く

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

来
年
の
総
会
は
2
月
15
日
に
同

じ
ホ
テ
ル
で
開
催
す
る
予
定
で

興
味
が
尽
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
他

の
参
加
の
方
々
も
と
て
も
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

長
年
の
懸
案
で
あ
る
、
今
後
、

会
の
活
動
を
広
げ
る
為
に
清
流
会

奈
良
支
部
を
古
都
連
合
と
し
て
京

都
と
連
帯
す
る
の
に
着
手
す
る
つ

も
り
で
す
。

若
手
会
員
ら
の
活
躍
で
盛
り
上
が

り
、
中
盤
か
ら
は
、
お
招
き
し
た

島
崎
純
子
さ
ん
（
高
43
回
）
の
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
に
合
わ
せ
皆

で
歌
に
興
じ
る
な
ど
、
老
若
男
女

入
り
乱
れ
、
活
気
溢
れ
る
同
窓
会

と
な
り
、
最
後
は
例
年
同
様
、
校

歌
斉
唱
、
記
念
撮
影
を
し
て
終
了

し
た
。

す
。

　

明
石
市
内
に
在
住
在
勤
の
皆
様

の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

わ
か
く
さ
会
会
長
　
板
倉
白
雨
（
高
18
回
）

●
奈
良
支
部　

　
　
小
田
垣
敦
（
高
30
回
）

●
明
石
支
部　

支
部
長
　
平
田
建
喜
（
高
19
回
）

●
姫
路
支
部
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平
成
29
年
2
月
25
日
（
土
）
神

戸
天
安
閣
に
て
、
清
流
会
神
戸
教

職
員
支
部
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

母
校
か
ら
は
松
中
教
頭
先
生
、
清

流
会
本
部
か
ら
は
大
西
会
長
が
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
母
校

の
近
況
報
告
で
は
、
現
役
生
徒
の

活
躍
や
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
の
グ
ラ

ン
ド
ピ
ア
ノ
が
寄
贈
さ
れ
、
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た
様
子
な

ど
、
と
て
も
嬉
し
い
報
告
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
今
回
、
高
校
62
回

　

第
28
回
支
部
総
会
を
昨
年
７
月

３
日
（
日
）、稲
美
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
当
日
は
本
部
か
ら
大
西
壯
司

会
長
、
黒
田
昌
宏
副
会
長
、
母
校

か
ら
松
中
泰
幸
教
頭
、
校
内
幹
事

の
鵜
飼
義
人
先
生
に
お
越
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
62
名
。

総
会
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｈ
Ｐ

を
利
用
し
た
行
事
案
内
、
秋
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
２
期
４

年
間
、
支
部
活
動
に
尽
力
さ
れ
て

き
た
福
田
恒
夫
支
部
長
が
退
任
さ

れ
、
私
が
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

第
2
部
は
藤
原
閲
夫
先
生
（
高

23
回
、
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
教
授
）
に
講
演
「
雷
か

ら
身
を
守
る
た
め
に
」
と
題
し
、

ご
専
門
で
あ
る
電
気
の
研
究
か
ら

具
体
的
な
安
全
対
策
に
つ
い
て
話

　

28
年
度
県
庁
支
部
総
会
が
10
月

26
日
に
神
戸
市
内
の
六
甲
荘
で
開

催
さ
れ
た
。
現
在
会
員
は
2
7
5

人
で
、
当
日
は
名
誉
会
員
の
釜

谷
、
岡
両
県
議
会
議
員
、
来
賓
の

大
西
壯
司
清
流
会
会
長
、
藤
本
陽

一
副
会
長
を
含
む
61
人
が
参
加
。

会
長
の
藤
原
ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念

21
世
紀
研
究
機
構
副
理
事
長
が

「
県
庁
内
で
一
大
勢
力
を
誇
る
同

小
坂
く
ん
の
初
参
加
が
あ
り
、
参

加
者
最
年
長
の
高
校
12
回
坂
本
先

生
と
の
歳
の
差
は
、
何
と
半
世
紀
。

10
人
と
い
う
少
人
数
の
会
で
し
た

が
、
世
代
を
超
え
た
深
い
つ
な
が

り
を
感
じ
、
親
睦
を
深
め
ら
れ
た

素
敵
な
会
に
な
り
ま
し
た
。

窓
会
。
そ
れ
だ
け
に
活
性
化
が
県

政
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
」
と
積
極

的
な
交
流
を
呼
び
か
け
、
役
員
改

選
で
新
会
長
に
選
ば
れ
た
糟
谷
県

土
整
備
部
長
も
「
今
日
は
全
体
の

5
分
の
１
の
参
加
。
次
は
4
分
の

１
の
参
加
を
目
指
し
た
い
」
と
更

な
る
活
性
化
の
意
欲
を
語
っ
た
。

来
賓
の
安
本
加
古
川
東
高
校
長
に

よ
る
母
校
の
近
況
報
告
の
あ
と
、

市
村
加
古
川

市
副
市
長
の

発
声
で
乾
杯
。

懇
談
で
は
、

新
会
員
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
な

あ
い
さ
つ
な

ど
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
、

最
後
に
全
員

で
校
歌
を
斉

唱
し
、
同
窓

の
絆
を
深
め

た
。

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

第
三
部
で
は
、
地
酒
「
倭
小
槌
」

で
乾
杯
を
し
て
大
い
に
親
睦
を
深

め
、
最
後
に
は
恒
例
と
な
っ
た

「
今
日
の
日
は
さ
よ
う
な
ら
」
を

合
唱
し
、
再
会
を
約
し
ま
し
た
。

　池
田
浩
二
（
高
39
回
）

●
神
戸
教
職
員
支
部

　原
田
剛
治
（
高
39
回
）

●
県
庁
支
部

支
部
長

　西
川
征
志
郎
（
高
12
回
）

●
稲
美
支
部
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11
月
8
日
、
加
古
川
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
に
て
、
最
後
と
な
る
会
を
催

し
た
。
1
3
9
名
の
物
故
者
に
黙

祷
を
捧
げ
る
。

　

釜
江
年
次
幹
事
の
「
一
番
勉
強

し
な
か
っ
た
学
年
、
だ
が
卒
業
後

社
会
の
各
分
野
で
の
活
躍
は
『
昭

和
時
代
』
の
発
展
成
長
に
大
き
く

貢
献
し
た
自
負
が
あ
る
。」等
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
の
、
母
校
加

古
川
東
高
校 

安
本
直
校
長
・
清

流
会 

大
西
壯
司
会
長
か
ら
、各
々

在
校
生
、
卒
業
生
の
活
躍
や
動
静

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

東
京
よ
り
出
席
の
寺
西
君
の
発

声
で
乾
杯
、
懇
親
に
入
り
、
戦
中・

戦
後
の
苦
労
を
話
し
合
っ
た
。

　

終
戦
（
昭
和
20
年
8
月
15
日
）

の
時
、
中
学
４
年
生
、
そ
の
ま
ま

卒
業
す
る
者
と
、
一
年
延
ば
し
て

５
年
生
で
卒
業
の
二
期
に
分
か
れ

た
が
、
団
結
の
絆
は
強
く
毎
年
の

同
窓
会
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

　

野
田
君
の
リ
ー
ド
で
、
校
歌
斉

唱
・
万
歳
三
唱
し
宗
佐
君
の
「
組

織
的
に
58
回
の
同
窓
会
」
終
了
の

言
葉
で
幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

〈
出
席
者
〉　

伊
藤
一
生
（
加
古

川
）
伊
藤
良
昭
（
高
槻
）
釜
江
侃

　

36
回
目
の
同
窓
会
を
加
古
川
組

が
担
当
。
11
月
26
日
、
明
石
・
ホ

テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
プ
ラ
ザ
に
11
名

が
集
っ
た
。

　

今
年
も
出
席
で
き
た
事
を
互
に

喜
び
、
亡
く
な
っ
た
懐
か
し
い
60

％
も
の
友
に
黙
祷

を
し
た
後
、
思
い

出
や
友
の
話
。
近

況
や
体
調
な
ど
の

情
報
交
換
。
今
後

の
事
な
ど
、
時
間

の
過
ぎ
ゆ
く
事
を

忘
れ
る
ニ
ギ
ヤ
カ

な
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
た
。

　

最
後
に
矢
作
先

生
作
詩
の
校
歌

「
流
れ
て
つ
き
ぬ

加
古
の
川
…
」
を

斉
唱
。
来
年
の
再

会
（
清
流
会
総
会

と
同
窓
会
）
を
約

し
て
別
れ
た
。

　

来
年
の
担
当
は

「
神
戸
組
」。

追
伸

　

近
況
報
告
を
頂
い
た
44
名
中
、

一
応
元
気
な
人
22
名
、
体
調
に
問

題
の
あ
る
人
14
名
な
ど
、
友
の
最

新
情
報
を
出
席
者
に
渡
し
、
欠
席

者
に
は
郵
送
し
た
。

（
加
古
川
）
小
林
直
樹
（
加
古

川
）
佐
々
木
勝
男
（
加
古
川
）
宗

佐
昌
巳
（
加
古
川
）
田
渕
義
明

（
加
古
川
）
寺
西
孝
雄
（
東
京
）

中
田
圭
一
（
加
古
川
）
野
田
義
一

（
三
木
）
長
谷
川
敏
郎
（
高
砂
）

東
田
利
昭
（
加
古
川
）
廣
田
喜
作

（
三
木
）
藤
原
俊
幸
（
明
石
）
藤

原
正
明
（
三
木
）
船
原
聰
彦
（
三

木
）
宮
下
俊
生
（
高
槻
）
山
田
憲

男
（
神
戸
）。

　

「
生
存
証
明
ま
で

〜
」
の
一
葉
は
、
将

に
、
頼
り
あ
る
便
り

だ
っ
た
。

　

同
期
は
半
減
、
寂

し
く
な
る
中
、
恒
例

の
高
齢
会
を
延
々
と

開
く
。

　

飽
く
な
く
生
き
よ

う
と
す
る
が
、
次
第

に
意
欲
は
減
退
し
、

話
題
も
減
少
、
例
会

は
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
。

　

そ
こ
で
ギ
タ
ー
の

生
演
奏
を
取
り
入
れ

て
み
た
。
す
る
と
、

全
員
が
熱
視
聴
で
好

評
だ
っ
た
。
そ
の
間

に
、
即
座
に
四
短
歌

が
作
ら
れ
、
八
十
路

の
夢
と
し
て
披
露
し

た
。

　

食
前
曲
で
気
分
が

上
り
、
雰
囲
気
は
一

転
し
た
。
な
べ
て
老

化
が
進
む
今
、
華
麗

に
生
き
る
集
り
は
、
「
秋
日
一
刻

価
千
金
」
と
な
っ
た
。

　

話
題
は
目
前
の
友
よ
り
も
、
来

ぬ
人
を
案
じ
て
「
今
頃
ど
う
し
て

い
る
の
か
し
ら
？
」
と
な
る
。

　

思
い
出
だ
け
で
生
き
て
い
る
の

で
、
大
い
に
加
古
の
過
去
を
話
し

合
う
機
会
と
も
な
っ
た
。
今
後
、

ま
っ
た
り
生
活
を
や
め
「
も
う
」

で
は
な
く
「
ま
だ
」
の
気
概
を
持

っ
て
、
米
寿
を
目
指
す
こ
と
で
あ

る
。

　

再
会
を
願
い
「
谷
間
の
灯
〜
赤

い
り
ん
ご
〜
夕
空
晴
れ
て
〜
旅

愁
」
と
、
昭
和
曲
を
元
気
に
唱
和

し
た
。

　

次
回
29
年
11
月
5
日
（
日
）
を

期
し
た
い
。

年
次
会
だ
よ
り

　
小
林
　
直
樹

中
19・20
回

毎
年
開
催
の
同
窓
会
に
幕

世
話
人
　
金
川
　
俊
成

中
21
・
高
1

平
成
28
年
同
窓
会

年
次
幹
事
　
畑
谷
　

一

高
3
回

老
華
の
集
い

（
燦
三
会
）
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同
窓
会
を
4
月
21
日
と
決
め
て

今
年
で
3
年
目
、
毎
年
実
施
し
て

き
た
。
そ
の
こ
ろ
は
葉
桜
か
ら
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
の
季
節
に
移
る
好
季
節

で
あ
る
。

　

今
年
は
50
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

千
葉
、
東
京
、
横
浜
な
ど
遠
方
か

ら
も
10
名
近
い
参

加
者
が
あ
り
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
に

な
っ
た
。
と
て
も

81
歳
を
過
ぎ
た
も

の
た
ち
の
集
い
と

は
思
え
ず
校
歌
を

声
高
ら
か
に
歌
う

と
お
た
が
い
に
元

気
を
と
り
も
ど
し
、

高
校
時
代
に
も
ど

っ
た
よ
う
な
雰
囲

気
が
あ
っ
た
。

　

た
だ
、
鬼
籍
に

入
る
も
の
も
増
え
、

昨
年
参
加
し
な
が

ら
今
年
は
も
う
顔

の
見
ら
れ
な
い
も

の
が
2
名
あ
っ
た
。

　

「
散
る
桜
、
残

る
桜
も
散
る
桜
」

良
寛
禅
師
の
有
名

な
句
で
あ
る
が
、

鬼
籍
に
入
る
の
は

だ
れ
だ
っ
て
避
け

ら
れ
な
い
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、

そ
れ
は
ま
だ
ま
だ

先
の
こ
と
で
あ
っ

　

平
成
28
年
11
月
15
日
（
火
）
加

古
川
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
傘
寿
の
同

窓
会
を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
60

名
、
千
葉
、
東
京
、
埼
玉
等
の
遠

方
か
ら
の
参
加
者
も
あ
り
、
県
外

か
ら
の
参
加
者
が
三
分
の
一
を
占

め
た
。

　

来
賓
と
し
て
清
流
会
大
西
会
長

の
ご
臨
席
を
得
て
大
い
に
会
を
盛

り
あ
げ
て
い
た
だ
い
た
。
会
長

は
、
卒
寿
の
同
窓
会
の

様
子
か
ら
、
い
つ
ま
で

も
元
気
で
長
生
き
の
す

ば
ら
し
さ
を
語
ら
れ
、

激
励
を
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
今
回
、
母
校
加

古
川
東
高
校
の
現
況
に

つ
い
て
、学
校
か
ら
の
資

料
を
も
と
に
紹
介
が
あ

り
、
60
年
前
の
在
校
当

時
と
の
違
い
に
、
参
加

者
は
そ
れ
ぞ
れ
変
わ
り

ゆ
く
母
校
へ
の
思
い
を

新
た
に
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

会
は
、
久
し
ぶ
り
に

出
会
っ
た
懐
か
し
さ
で
、

尽
き
ぬ
話
に
花
が
咲
き
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
た
。
中
に
は

在
校
当
時
の
写
真
を
持

参
し
た
り
、
加
古
川
の

街
の
今
昔
を
偲
ば
せ
る

資
料
を
見
た
り
し
な
が

ら
、
高
校
時
代
を
懐
か

し
ん
だ
。
ま
た
、
そ
れ

て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。

　

八
十
路
を
た
ど
る
足
取
り
は
ま

だ
確
か
で
あ
る
。
お
た
が
い
に
健

康
に
心
を
く
ば
っ
て
生
活
し
、
来

年
の
4
月
21
日
に
笑
顔
で
会
い
た

い
も
の
で
あ
る
。

ぞ
れ
の
近
況
報
告
や
カ
ラ
オ
ケ
も

楽
し
み
、
２
時
間
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
て
い
っ
た
。

　

最
後
に
、
本
格
的
な
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
伴
奏
の
テ
ー
プ
に
合
わ

せ
、
在
校
時
代
の
コ
ー
ラ
ス
部
が

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
「
ふ
る
さ

と
」「
母
校
校
歌
」
を
全
員
で
合

唱
し
、
ま
た
の
再
会
を
約
し
て
、

会
を
閉
じ
た
。

　

昭
和
33
年
に
卒
業
し
て
59
年
。

５
年
単
位
で
開
催
し
て
い
た
同
窓

会
だ
が
、
今
年
は
喜
寿
に
当
た
る

こ
と
か
ら
、
1
年
前
倒
し
で
９
月

11
日
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
い
て
78

名
の
同
窓
生
が
一
堂
に
集
い
、

賑
々
し
く
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

物
故
者
66
名
の
冥
福
を
祈
り
黙

祷
の
後
、
清
流
会
長
、
学
校
長
等

の
挨
拶
、
そ
し
て
「
鏡
割
り
」
で

喜
寿
を
祝
い
、
懇
親
宴
会
が
始
ま

っ
た
。

　

「
お
辞
儀
し
て
、
共
に
よ
ろ
け

る
、
同
窓
会
」
。
い
や
い
や
出
会

っ
た
瞬
間
か
ら
高
校
生
気
分

（
？
）
恩
師
の
こ
と
、
心
と
き
め

い
た
こ
と
、
盛
り
上
が
れ
ば
上
が

る
ほ
ど
時
の
流
れ
は
早
く
、
予
定

の
時
間
が
過
ぎ
、
校
歌
斉
唱
・
記

念
撮
影
。
「
今
度
は
、
３
年
後
の

傘
寿
の
年
に
再
会
を
！
そ
れ
ま
で

元
気
で
―
。
」
と
約
束
し
、
楽
し

か
っ
た
会
も
閉
幕
と
な
っ
た
。

　

二
次
会
は
、
「
加
古
川
倶
楽

部
」
で
殆
ど
の
友
が
参
加
し
、
こ

こ
で
も
賑
や
か
に
別
れ
を
惜
し
ん

で
い
た
。

　
前
田
　
功

高
６
回

八
十
路
を
た
ど
る

年
次
幹
事
　
前
田
　
正

高
８
回

傘
寿
の
同
窓
会 

い
く
つ
に
な
っ
て
も
「
希
望
と
情
熱
」
を

同
窓
会
幹
事
　
井
原
　
源
介

高
10
回

喜
寿
記
念
同
窓
会
の
開
催
か
ら
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平
成
29
年
5
月
10
日
、
加
古
川

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
、
高
校
11
回
生

の
17
回
目
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

み
な
後
期
高
齢
者
に
な
り
、
喜

寿
と
な
る
と
、
参
加
者
も
少
な
く

な
る
の
で
は
な
い

か
と
、
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
当
日

は
、
男
性
43
名
、

女
性
43
名
の
計
86

名
の
方
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

欠
席
者
の
ハ
ガ

キ
で
は
、
腰
痛
・

ひ
ざ
痛
な
ど
、
体

調
不
良
の
方
も
多

く
あ
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
は
皆

さ
ん
元
気
で
、
笑

顔
も
素
晴
ら
し

く
、
久
し
振
り
の

青
春
を
楽
し
み
ま

し
た
。
参
加
者
の

中
に
は
金
婚
式
を

迎
え
ら
れ
た
方
も

お
ら
れ
、
さ
さ
や

か
な
お
祝
い
の
品

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

遠
く
関
東
や
四

国
か
ら
参
加
い
た

だ
い
た
方
も
お
ら

れ
、
二
次
会
も
大

い
に
盛
り
上
が
り

　

「
会
え
ば
青
春
同
窓
会
、
お
お

そ
う
か
い
と
来
て
下
さ
い
」
と
呼

び
か
け
た
と
こ
ろ
、
50
人
が
集
ま

り
９
月
24
日
に
13
回
生
同
窓
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
次
々
と
近
況
報

告
が
あ
り

東
京
方
面

の
諸
君
も

健
在
と
わ

か
り
、
各

自
そ
れ
ぞ

れ
の
つ
と

め
を
し
っ

か
り
果
た

し
て
い
る

こ
と
を
知

っ
て
お
互

い
に
元
気

を
も
ら
う

こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

返
信
ハ

ガ
キ
が
200

枚
届
き
、

短
文
な
が

ら
万
感
こ

も
る
文
章

捨
て
が
た

く
、
11
ペ

ー
ジ
の
冊

子
に
ま
と

め
「
一
筆

啓
上
」
と

タ
イ
ト
ル

を
つ
け
て

200
人
に
配

ま
し
た
。

　

次
回
の
開
催
は
、
平
成
30
年
の

秋
の
予
定
で
す
。
体
調
を
整
え
、

ま
た
元
気
に
お
逢
い
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

6
月
に
予
告
、
9
月
に
は
本
通

知
を
経
て
平
成
28
年
11
月
6
日

（
日
）
に
4
年
振
り
に
高
15
回
生

の
10
回
目
の
同
窓
会
を
加
古
川
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

清
流
会
本
部
の
「
清
流
で
出
会

い
、
ふ
れ
あ
い
、
語
り
合
う
」
の

フ
レ
ー
ズ
通
り
で
楽
し
く
ダ
ベ
リ

ン
グ
（
？
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
進

み
ま
し
た
。

　

現
在
籍
318
名
中
の
参
加
者
は
100

名
で
う
れ
し
い
出
席
率
で
し
た
。

遠
く
は
茨
城
県
か
ら
も
駆
け
つ
け

て
く
れ
た
仲
間
も
あ
り
ま
し
た
。

特
に
恩
師
、
井
澤
先
生
の
93
歳
と

は
思
え
ぬ
元
気
で
含
蓄
あ
る
ス
ピ

り
ま
し
た
。
次
回
は
３
年
後
、
喜

寿
の
同
窓
会
で
す
。

　

俺
は
待
っ
て
る
ぜ
。

ー
チ
に
参
加
者
も
元
気
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

恒
例
に
な
っ
た
前
川
、
高
橋
両

名
の
マ
ジ
ッ
ク
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
楽
し
み
時
間
も
瞬
く
間
に
過
ぎ
、

そ
の
後
は
二
次
会
へ
と
多
勢
流
れ

込
む
状
況
で
し
た
。

　

な
お
次
回
は
「
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
年
」
に
元
気
で
健
や
か
に

出
席
し
ま
し
ょ
う
と
約
束
し
て
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

高
15
回
の
年
次
会
か
ら
本
会
に

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

￥
３
０
，０
０
０
―

特
記
し
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

幹
事
　
土
師
　
さ
か
ゑ

高
11
回

喜
寿
の
笑
顔
は
輝
い
て
！！

山
田
　
拓
史

高
13
回
会
い
た
か
っ
た
ぜ

伊
谷
　
健

高
15
回

う
れ
し
い
〜
！！
出
席
率
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4
年
に
1
回
開
催
さ
れ
る
年
次

同
窓
会
。
第
6
回
目
は
、
平
成
28

年
8
月
13
日
に
、
恩
師
3
名
を
含

む
1
2
4
名
が
、
加
古
川
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
に
集
合
し
た
。

　

前
半
は
、
3
年
生
時
の
ク
ラ
ス

ご
と
の
テ
ー
ブ
ル
に
着
席
。
毎
年

少
し
ず
つ
増
え
る
物
故
者
に
黙
祷

を
捧
げ
な
が
ら
、
元
気
に
参
加
で

き
た
こ
と
に
感
謝
。
恩
師
の
紹

介
、
乾
杯
の
後
、
歓
談
・
会
食
に

時
間
。
4
年
ぶ
り
、
そ
れ
以
上
ぶ

り
に
再
開
し
た
友
と
の
会
話
に
花

が
咲
く
。
そ
し
て
、
後
半
は
、
恒

例
の
シ
ャ
ッ
フ
ル
タ
イ
ム
＆
ゴ
ン

グ
ス
ピ
ー
チ
。
ク
ラ
ス
に
関
係
な

く
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
た
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
の
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー

チ
。
自
分
の
持
ち
時
間
終
了
の
ゴ

ン
グ
が
鳴
る
ま
で
、
近
況
報
告
や

リ
タ
イ
ア
後
の
こ
と
な
ど
自
由
に

話
す
。
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
た
こ

　

昨
年
8
月
13
日
に
、
加
古
川
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
お
き
ま
し
て
、
31

回
年
次
同
窓
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
2
年
半
ぶ
り
の
同
窓
会
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
同
窓
生
55
名
が
集

い
ま
し
た
。

　

前
回
の
年
次
同
窓
会
で
は
、
全

員
が
一
人
ず
つ
自
己
紹
介
す
る
だ

け
で
、
時
間
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ゆ
っ
く
り
と
話

を
す
る
時
間
が
と
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
、
そ
れ

ぞ
れ
が
思
い
思
い
に
話
を
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

と
の
な
い
人
、
話
し
を
し
た

と
の
な
い
人
、
話
し
た
こ
と
の
な

い
人
の
ス
ピ
ー
チ
に
、
驚
い
た
り
、

感
動
し
た
り
し
な
が
ら
、
人
の
繋

が
り
を
広
げ
る
時
間
に
も
な
る
。

そ
の
後
は
、
校
歌
、
応
援
歌
を
斉

唱
し
、
生
徒
会
執
行
部
の
締
に
て

と
り
あ
え
ず
は
中
締
め
。
そ
れ
か

ら
は
、
2
次
会
、
3
次
会
、
4
次

会
と
…
。
2
日
が
か
り
の
同
窓
会

に
な
っ
た
人
も
あ
っ
た
の
で
は
。

　

と
こ
こ
ま
で
書
い
た
私
、
実
は

参
加
で
き
ず
。
打
合
せ
資
料
と
、

今
ま
で
に
参
加
し
た
時
の
こ
と
を

思
い
出
し
な
が
ら
書
い
た
こ
と
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
次
回
は
4
年
後
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
で
の
再
会
ま

で
、
み
ん
な
元
気
で
頑
張
ろ
う
。

　

で
も
、
そ
の
前
に
、
還
暦
を
迎

え
る
来
年
の
8
月
に
は
、
清
流
会

の
総
会
で
プ
レ
同
窓
会
は
い
か
が
。

　

同
窓
会
の
最
後
に
は
、
高
校
時

代
の
写
真
を
、
西
川
佳
弘
君
が
、

編
集
し
て
く
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

み
ん
な
で
見
て
い
る
と
、
本
当
に

高
校
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
な
思
い

に
な
り
ま
し
た
。

　

前
回
の
同
窓
会
を
き
っ
か
け

に
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
、

交
流
が
続
い
て
お
り
、
同
窓
生
同

士
で
、
気
軽
に
集
ま
る
機
会
が
増

え
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
こ
の
絆

を
大
切
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
　

去
る
2
0
1
6
年
11
月
3
日

（
祝
）
に
加
古
川
商
工
会
議
所
の

大
会
議
室
に
於
い
て
第
8
回
の
高

校
17
回
卒
業
生
の
同
窓
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。
2
0
1
0
年
に

開
催
を
し
て
か
ら
、
3
年
に
1
回

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
偶
然
に
も

こ
の
年
が
古
稀
と
な
り
ま
し
た
。

卒
業
し
て
か
ら
半
世
紀
、
卒
業
し

た
と
き
に
は
考
え
も
つ
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

し
か
し
、
半
世
紀
が
す
ぎ
て
も

な
つ
か
し
い
顔
に
逢
っ
た
と
き
に

は
半
世
紀
前
の
あ
の
時
代
に
気
持

ち
は
か
え
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
社

会
に
で
て
い
ろ
ん
な
経
験
を
積
み

重
ね
た
末
の
顔
顔
顔
。
そ
ん
な
笑

顔
を
み
る
と
き
が
こ
の
上
な
い
喜

び
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

を
行
い
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
景

品
を
持
っ
て
帰
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
前
日
に
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

を
実
施
し
、
浮
田
君
が
優
勝
さ
れ

ま
し
た
。コ
ン
ペ
も
参
加
者
が
す

こ
し
ず
つ
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、

体
力
の
つ
づ
く
限
り
開
催
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
3
年
後
の
2
0
1
9
年

に
な
り
ま
す
が
又
元
気
で
再
会
で

き
る
こ
と
を
約
束
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。
2
次
会
は
加
古
川
ク
ラ
ブ

で
夜
遅
く
ま
で
楽
し
ま
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

同
窓
生
っ
て
良
い
で
す
ね
。

願
成
寺
保
育
園
園
長

　北
野

　砂
恵
子

高
29
回

29
回
生　

再
会
の
時

　鈴
木

　利
信

高
31
回

31
回
生
年
次
同
窓
会
に
つ
い
て

幹
事
代
表

　森
岡

　史
朗

高
17
回
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平
成
29
年
1
月

3
日
、
明
石
グ
リ

ー
ン
ヒ
ル
ホ
テ
ル

に
お
い
て
高
54
回

生
初
め
て
の
同
窓

会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

104
名
の
同
級
生

が
参
加
し
、
窪
田

隆
三
先
生
、
野
澤

稔
先
生
、
山
田
拓

史
先
生
、
神
田
周

久
先
生
、
春
名
正

章
先
生
に
お
越
し

を
頂
い
て
総
勢
109

名
の
盛
大
な
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
同
窓

会
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
緊
張
し
た

表
情
で
来
ら
れ
た

方
も
い
ま
し
た
が
、

懐
か
し
い
顔
を
見

る
な
り
笑
顔
に
な

り
、
気
分
は
高
校

生
に
戻
り
、
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
昔
話

で
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　

旧
友
と
の
再
会
、

恩
師
の
先
生
方
の

お
言
葉
、
様
々
な

分
野
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
同
級
生
の
話
等
、
同
窓
会

の
醍
醐
味
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

次
回
は
5
年
後
に
開
催
予
定
で

す
の
で
、
多
く
の
同
級
生
に
参
加

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
8
月
14
日
、
加
古
川

市
尾
上
町
の
「
ミ
ル
・
ア
ン
ジ

ュ
」
に
て
、
卒
業
後
約
20
年
、
高

48
回
生
の
同
窓
会
を
行
い
ま
し

た
。
忙
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
、

嬉
し
い
こ
と
に
約
100
名
も
の
友
人

た
ち
が
再
び
集
ま
り
ま
し
た
。
山

田
拓
史
先
生
、
窪
田
隆
三
先
生
、

田
中
勝
先
生
、

丹
野
孝
広
先

生
、
藤
原
千

佳
先
生
の
5

名
の
先
生
に

も
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ

が
、
各
地
で
、

家
庭
や
仕
事

等
で
、
大
活

躍
し
て
い
ま

す
。
12
組
そ

れ
ぞ
れ
の
ク

ラ
ス
か
ら
の

挨
拶
、
残
念

な
が
ら
、
今

回
、
東
京
や

海
外
で
仕
事

を
し
て
い
て

出
席
で
き
な

か
っ
た
同
窓

生
か
ら
の
ビ

デ
オ
レ
タ
ー

も
大
盛
り
上

が
り
で
し
た
。

　

終
始
、
あ

　

昨
年
8
月
13
日
、
尾
上
町
安
田

の
ミ
ル
・
ア
ン
ジ
ュ
で
卒
業
後
初

め
て
の
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
松
井
賢
先
生
、
橋
本
菜
摘
先

生
、
永
田
登
喜
代
先
生
、
北
川
英

基
先
生
、
中
本
俊
昭
先
生
、
三
木

滋
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き

1
4
0
名
の

同
窓
生
と
34

年
ぶ
り
の
再

会
を
祝
福
し

ま
し
た
。亡

き
友
数
名
へ

の
黙
祷
に
続

き
、
冨
岡
毅

志
君
の
サ
ッ

ク
ス
演
奏
、3

年
次
2
年
次

1
年
次
の
ク

ラ
ス
毎
の
歓

談
、（
同
窓
会

の
少
し
前
に
）

毎
日
放
送
の

番
組
「
ち
ち

ん
ぷ
い
ぷ
い
」

で
放
映
さ
れ

た
現
在
の
母

校
の
D
V
D

上
映
、
そ
し

て
恩
師
の
先

生
方
に
は
、

お
一
人
ず
つ

懐
か
し
い
お

言
葉
を
い
た

だ
き
、最
後

に
校
歌
を
斉

ち
こ
ち
で
、
高
校
時
代
に
戻
っ
て
、

思
い
出
話
や
近
況
報
告
が
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
一
日
で
は
語
り
足

り
な
い
ぐ
ら
い
で
し
た
。
ま
た
5

年
後
に
開
催
す
る
時
に
は
、
さ
ら

に
た
く
さ
ん
の
参
加
が
あ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
次
回
も
楽

し
み
で
す
。

唱
し
、
あ
っ
と
い
う
間
の
お
開
き

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に

34
回
生
限
定
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

を
開
設
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
度

連
絡
が
取
れ
な
か
っ
た
方
々
に
は

是
非
フ
ォ
ロ
ー
リ
ク
エ
ス
ト
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

蓬
莱
　
真
吾

高
34
回

初
め
て
の
同
窓
会

三
井
　
尊
文

高
48
回

西
田
　
寛

高
54
回

初
め
て
の
同
窓
会
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　昭
和
の
名
横
綱
・
双
葉
山 

 

　「
わ
れ
未
だ
木
鶏
た
り
え
ず
」 

東
京
支
部
・
井
上　

晴
視
（
高
7
回
）

　

常
勝
双
葉
山
が
、
昭
和
14
年
・
1
月
場

所
4
日
目
。
つ
い
に
安
芸
ノ
海
の
外
掛
け

に
69
連
勝
で
阻
ま
れ
た
そ
の
日
の
夜
、
知

人
に
打
っ
た
電
報
で
す
。
木
鶏
＝
鍛
え
ら

れ
た
闘
鶏
が
、
木
彫
り
の
鶏
の
よ
う
に
静

か
で
無
心
の
境
地
に
あ
る
さ
ま
。
双
葉
山

は
か
っ
て
陽
明
学
者
・
安
岡
正
篤
氏
か
ら

『
列
子
』『
荘
子
』
の
木
鶏
の
話
を
聞
き
、

深
く
心
に
留
め
て
い
た
。
こ
の
電
報
は
、

木
鶏
た
ら
ん
と
努
力
す
る
も
容
易
に
果
せ

ぬ
自
分
で
あ
っ
た
偽
り
な
い
心
情
の
告
白

で
あ
り
ま
し
た
。
と
時
津
風
定
次
『
相
撲

求
道
録
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。「
有
名
な

話
で
誰
で
も
知
っ
て
い
る
よ
」
こ
れ
が
清

流
会
に
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
と
、
ご
不

審
に
思
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
実
は
高
砂
と

同
窓
生
に
繋
な
が
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り

ま
し
た
。
当
時
、
双
葉
山
は
度
々
高
砂
へ

来
て
い
ま
し
た
。
横
綱
が
来
る
日
に
は
い

つ
も
国
鉄
高
砂
駅
前
は
黒
山
の
人
だ
か
り

だ
っ
た
。
実
は
南
本
町
の
中
谷
大
吉
氏

（
中
8
回
）
の
ご
実
家
へ
の
訪
問
で
す
。

前
記
の
電
報
を
打
っ
た
知
人
と
は
、
氏
の

兄
上
・
清
一
氏
宛
で
し
た
。
清
一
氏
は
双

葉
山
が
小
結
の
頃
か
ら
の
大
変
に
親
し
い

　

”た
に
ま
ち
“
で
し
た
。こ
れ
を
米
航
路

船
上
に
あ
っ
た
安
岡
氏
に
打
電
し
た
の
が

世
に
出
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
謡

曲 

”高
砂
や
〜
“
や 

”相
生
の
松
“
で
有

名
な
高
砂
神
社
の
近
く
に
「
横
綱
稲
荷
」

が
あ
り
ま
す
。
兄
上
が
奉
納
さ
れ
た
双
葉

山
の
綱
、
ふ
れ
太
鼓
が
納
め
ら
れ
て
い
ま

康
寿
命
を
延
ば
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
私
は
、
東
高
を
卒
業
後
、
自

治
医
科
大
学
に
入
学
し
、
卒
後
は
淡
路
島

で
地
域
医
療
に
従
事
し
、
現
在
、
母
校
で

循
環
器
内
科
学
教
室
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

　

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
を
は
じ
め
と
す
る

循
環
器
疾
患
は
、
急
に
発
症
し
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
リ
ス
ク
は
一
日
に
し
て
は
成

り
ま
せ
ん
。
発
症
す
る
ず
い
ぶ
ん
前
よ
り
、

準
備
状
態
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
準
備
状
態

と
は
、
動
脈
硬
化
の
進
展
で
す
。
高
血
圧
、

糖
尿
病
、
喫
煙
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血

症
が
、
こ
の
動
脈
硬
化
を
進
展
さ
せ
る
リ

ス
ク
因
子
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
血

圧
や
糖
尿
病
が
発
生
し
て
く
る
前
に
肥
満

が
先
行
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
肥
満
の

抑
制
が
青
年
期
・
成
人
期
に
お
い
て
は
最

も
重
要
で
す
。
肥
満
に
な
る
と
腎
臓
か
ら

塩
分
を
排
出
す
る
力
が
減
少
す
る
体
質
に

変
化
し
ま
す
。
こ
の
状
態
を
「
食
塩
感
受

性
」
体
質
と
呼
び
ま
す
。
食
塩
感
受
性
体

質
の
人
で
は
、
同
じ
だ
け
食
塩
を
摂
取
し

て
も
、
腎
臓
か
ら
塩
分
が
排
泄
さ
れ
に
く

い
た
め
、
体
に
食
塩
が
蓄
積
し
、
高
血
圧

が
発
生
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
減
量
と

減
塩
は
、
同
時
に
行
う
こ
と
が
極
め
て
効

果
的
で
す
。

　

血
圧
は
そ
の
時
点
で
の
循
環
器
疾
患
の

リ
ス
ク
を
示
し
ま
す
。
血
圧
は1

1
5 

m
m
H
g

を
最
低
と
し
て
、
最
大
血
圧

（
収
縮
期
血
圧
）
が20m

m
H
g

、
最
低

血
圧
（
拡
張
期
）
血
圧
が10m

m
H
g

上

昇
す
る
毎
に
、
循
環
器
疾
患
の
リ
ス
ク

は
、
２
倍
ず
つ
上
昇
し
ま
す
。
つ
ま
り
、

120m
m
H
g

の
リ
ス
ク
を
１
と
し
た
場

合
、1

4
0
m
m
H
g

の
人
で
２
倍
、

160m
m
H
g

の
人
で
４
倍
、180m

m
H
g

の
人
で
実
に
８
倍
も
の
リ
ス
ク
増
加
が
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
血
圧
レ
ベ
ル
の

高
い
人
、
特
に160m

m
H
g

以
上
の
人

で
、
リ
ス
ク
は
極
め
て
高
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。
し
か
し
、
循
環
器
疾
患
の
リ
ス

ク
は
、
血
圧
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
減
少
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
、
最
大
血
圧
を5m

m
H
g

低
下
さ
せ
る

こ
と
で
、
脳
卒
中
の
リ
ス
ク
を
20
％
程

度
、
心
筋
梗
塞
の
リ
ス
ク
を
15
％
程
度
、

す
。
機
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
足

を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
中
谷
先

輩
は
昭
和
17
年
、

3
高
（
現
京
大
）

か
ら
通
産
省
に

入
省
さ
れ
ま
し

た
が
支
那
に
出
征
。
復
員
・
療
養
後
の
昭

和
23
年
に
上
京
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
一

面
焼
け
野
原
の
戦
後
の
事
、
東
京
で
時
津

風
部
屋
に
下
宿
し
役
所
へ
出
勤
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
直
接
に
お
聞
き
し
た
余
談
で

す
が
、
お
風
呂
で
は
横
綱
鏡
里
に
「
坊
ち

ゃ
ん
流
し
ま
し
ょ
う
」
と
背
中
を
流
し
て

も
ら
っ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
横
綱

に
背
を
流
し
て
も
ら
う
な
ん
て
豪
気
な
話

で
す
ね
。
横
綱
な
ど
は
生
卵
で
肌
を
磨
く

そ
う
で
す
。
あ
の
有
名
な
話
の
内
側
に
、

郷
土
高
砂
や
同
窓
生
と
こ
ん
な
ご
縁
が
あ

っ
た
の
で
す
。
先
輩
は
通
産
省
で
繊
維
関

係
の
公
務
に
精
励
さ
れ
、
ご
退
官
後
は
日

本
棋
院
六
段
の
腕
前
で
将
棋
を
楽
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
東
京
支
部
大
長
老
の

お
一
人
で
あ
っ
た
中
谷
先
輩
も
、
平
成
28

年
10
月
に
97
歳
の
天
寿
を
全
う
さ
れ
ま
し

た
。
茲
に
大
先
輩
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
清

流
会
の
皆
さ
ま
に
こ
の
挿
話
を
ご
紹
介
申

し
上
げ
ま
す
。
尚
こ
の
一
文
は
百
枝
夫
人

の
ご
了
解
を
得
て
い
ま
す
。
ご
夫
人
も
高

砂
ご
出
身
で
加
古
川
高
女
（
現
加
古
川
西

高
）
29
回
の
卒
業
。
そ
し
て
ご
兄
弟
3
人

も
清
流
会
と
ま
こ
と
に
ご
縁
は
深
い
も
の

が
ご
ざ
い
ま
す
。

　近
況
報
告
「
元
気
で
い
よ
う
清
流
会  

　
　―
血
圧
ヘ
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」 

自
治
医
科
大
学 

内
科
学
講
座
循
環
器
内
科
学
部
門

主
任
教
授

苅
尾　

七
臣
（
高
33
回
）

　

昨
年
、
清
流
会
東
京
支
部
・
同
窓
生

の
集
い
2
0
1
6
で
、「
元
気
で
い
よ
う
清

流
会
―
血
圧
ヘ
ル
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

い
う
題
で
、
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た
専
門

領
域
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
お
話
し
、
懐
か
し
い

同
窓
生
や
先
輩
・
後
輩
に
、
少
し
で
も
健

　

テ
ニ
ス
部
O
B
で
つ
く
る
清
流
会
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
の
設
立
15
周
年
記
念
祝
賀
会
が

去
る
10
月
22
日
（
土
）
ホ
テ
ル
・
オ
ー
ク

ラ
で
40
名
の
仲
間
が
集
い
、
来
賓
に
は
安

本
校
長
、
部
顧
問
の
山
本
・
安
井
両
先
生

を
お
招
き
し
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
高
23
回
生
大
谷
氏

率
い
る
リ
ラ
ッ
ク
ス
カ
フ
ェ
の
ギ
タ
ー
演

奏
を
聞
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
青

春
の
想
い
出
を
時
間
の
限
り
語
り
合
い
、

最
後
に
後
輩
の
支
援
と
会
の
発
展
を
確
認

し
て
散
会
し
た
。

減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

循
環
器
疾
患
の
リ
ス
ク
は
、
24
時
間
、

３
６
５
日
、
毎
日
一
定
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
血
圧
の
変
動
に
合
わ
せ
て
リ
ス
ク
が

変
動
す
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
血
圧
が
上

昇
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
循
環
器
疾
患
の
発

症
リ
ス
ク
が
増
大
し
ま
す
。
血
圧
を
上
昇

さ
せ
る
悪
条
件
が
重
な
っ
た
時
に
、
血
圧

が
さ
ら
に
上
昇
し
て
、
脳
血
管
が
破
れ
た

り
、
詰
ま
っ
た
り
し
て
脳
卒
中
が
、
心
臓

の
血
管
が
詰
ま
り
心
筋
梗
塞
が
発
症
す
る

の
で
す
。
そ
の
悪
条
件
の
重
な
り
と
は
、

「
こ
こ
数
日
、
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
が
続
い

て
お
り
、昨
晩
、
多
量
の
飲
酒
を
し
て
、

よ
く
眠
れ
な
か
っ
た
状
態
で
、
早
朝
に
急

い
で
駅
の
階
段
を
駆
け
上
が
っ
た
。
そ
の

途
端
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
急
性
心
筋
梗

塞
を
発
生
し
た
」
―
な
ど
で
す
。
こ
れ
は

実
際
に
あ
っ
た
話
で
す
。
血
圧
測
定
時

に
、
急
に
血
圧
が
上
昇
し
て
い
た
場
合
に

は
、
可
能
な
限
り
の
深
い
深
呼
吸
を
で
き

る
だ
け
ゆ
っ
く
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
血

圧
が5-10m

m
H g

は
す
っ
と
低
下
し
ま
す
。

　

今
で
き
る
最
も
効
果
的
な
循
環
器
疾
患

抑
制
の
第
一
歩
は
、
血
圧
測
定
で
、
自
分

の
そ
の
時
の
循
環
器
疾
患
の
リ
ス
ク
を
知

る
こ
と
で
す
。
是
非
、
こ
れ
を
心
が
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
健
康
診
断

な
ど
で
血
圧
が130/85m

m
H
g

を
超
え

た
方
は
、
家
庭
血
圧
計
で
早
朝
血
圧
を
定

期
的
に
測
定
し
て
、
そ
の
レ
ベ
ル
が135/ 

85m
m
H
g

を
常
に
超
え
な
い
よ
う
に
し

会
員

 

だ
よ
り

事
務
局

　丸
山

　靖
彦
（
高
10
回
）

ク
ラ
ブ
O
B
・
テ
ニ
ス

15
周
年
記
念
盛
大
に
！！
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て
お
く
こ
と
で
す
。100-125m

m
H
g

の
範
囲
に
あ
れ
ば
理
想
的
で
す
。

　

私
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
個
人
の
経
時
的

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
に
基
づ
き
循
環
器
疾
患
の

発
症
を
予
測
し
、
回
避
す
る
循
環
器
領
域

の
「
予
見
医
学
」（A

n
ticip

atio
n 

m
edicine

）
で
す
。
一
人
一
人
の
医
療

判
断
に
役
立
つ
予
見
医
学
に
は
、
⑴
よ
り

的
確
な
生
体
情
報
を
感
知
す
る
セ
ン
サ

ー
、
⑵
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
情
報
処
理
基
盤

シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に
⑶
人
工
知
能
、
こ
の

３
要
素
の
技
術
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
加

え
、
よ
り
精
緻
な
個
人
の
時
系
列
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
構
築
が
不
可
欠
で
す
。
現
在
、

自
治
医
科
大
学
循
環
器
内
科
に
お
い
て
、

地
域
医
療
循
環
器
先
端
研
究
開
発
セ
ン
タ

ー 

（JCARD

）
を
併
設
し
て
、
生
体
セ

ン
サ
ー
の
産
学
共
同
研
究
開
発
と
全
国
な

ら
び
に
ア
ジ
ア
諸
国
の
研
究
者
と
情
報
通

信
技
術
（ICT

）
を
用
い
た
臨
床
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
研
究
を
行
い
、
個
別
循
環
器
予
見

医
療
の
実
装
に
向
け
た
エ
ビ
デ
ン
ス
の
創

出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
に
出
る
前
の
高
校
時
代
は
、
個
人

の
原
点
を
形
成
す
る
重
要
な
時
期
で
あ
り
、

か
つ
、
そ
の
人
の
持
つ
素
の
人
柄
も
表
れ

て
い
た
期
間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
清

流
会
東
京
支
部
2
0
1
6
で
は
、
同
級
生

の
懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
や
同
じ
地
域
を
故
郷

に
も
つ
先
輩
や
後
輩
の
同
窓
生
に
お
会
い

で
き
、
変
わ
ら
な
い
そ
の
人
の
人
柄
と
、

現
在
の
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
同
窓
生
に
、
ま
た
過
去
の

自
分
に
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
、
誇
り
を

持
っ
て
社
会
貢
献
へ
の
努
力
を
続
け
て
ゆ

こ
う
と
気
持
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
祝 

昇
段 

船
江
恒
平
六
段  

 

　
さ
ら
な
る
飛
躍
に
向
け
て
活
躍
中
！ 

と
ん
か
つ 

き
り
し
ま
オ
ー
ナ
ー

中
村　

理
恵
（
高
44
回
）

　

加
古
川
駅
に
降
り
立
つ
と
、「
棋
士
の
ま

ち
加
古
川
」
の
文
字
と
と
も
に
、
加
古
川

ゆ
か
り
の
プ
ロ
棋
士
た
ち
5
名
の
大
き
な

写
真
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
な
か

で
も
、
清
流
が
生
ん
だ
プ
ロ
棋
士
、
船
江

恒
平
六
段
の
雄
姿
は
、
同
窓
生
と
し
て
、

ひ
と
き
わ
眩
し
く
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

去
る
2
月
14
日
夜
、
船
江
六
段
の
「
昇

段
を
励
ま
す
会
」
が
清
流
会
有
志
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
約
30
人
の
先
輩
方
と

共
に
、
将
棋
知
識
ほ
ぼ
ゼ
ロ
の
私
も
出
席
。

今
思
え
ば
、
将
棋
に
関
し
て
も
う
少
し
事

前
に
調
べ
て
お
く
べ
き
だ
っ
た
と
後
悔
が

あ
り
ま
す
が
…
（
苦
笑
）

　

約
5
年
の
歳
月
を
か
け
て
公
式
戦
で
120

勝
し
、
昨
年
12
月
28
日
に
六
段
に
昇
格
さ

れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
七
段
ま
で
に
は
、

こ
れ
か
ら
150
勝
が
必
要
な
ど
の
お
話
を
拝

聴
し
、
い
か
に
そ
の
過
程
が
大
変
な
努
力

の
積
み
重
ね
で
あ
っ
た
か
を
知
り
、
改
め

て
そ
の
偉
業
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

頭
脳
格
闘
技
と
も
言
わ
れ
る
将
棋
。
そ

の
勝
負
は
と
て
も
熱
い
で
す
が
、
六
段
昇

段
記
念
の
扇
子
に
は
、「
静
か
で
動
揺
し
な

い
心
境
」
を
意
味
す
る
「
寂
然
不
動
」
が

記
さ
れ
て
お
り
、
将
棋
の
道
の
真
髄
を
極

め
る
船
江
六
段
の
プ
ロ
棋
士
と
し
て
の
気

概
を
感
じ
ま
し
た
。

　

い
ま
や
、
将
棋
を
指
さ
ず
に
楽
し
む
観

る
将
棋
フ
ァ
ン
「
観
る
将
」
の
増
加
、
人

気
ア
ニ
メ
の
映
画
化
な
ど
で
、
本
格
的
な

ブ
ー
ム
と
な
り
つ
つ
あ
る
将
棋
界
。
棋
士

の
ま
ち
加

古
川
の
観

光
大
使
と

し
て
も
大

役
を
担
う

船
江
六
段

の
、
ま
す

ま
す
の
ご

活
躍
を
心

よ
り
お
祈

り
申
し
上

げ
ま
す
。

【
船
江
六
段
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

神
吉
中
卒
。
小
学
2
年
生
か
ら
、
井
上

慶
太
九
段
が
指
導
す
る
加
古
川
市
内
の
将

棋
教
室
に
通
い
始
め
、
11
歳
で
プ
ロ
棋
士

を
育
て
る
奨
励
会
に
入
会
。
2
0
1
0
年

に
23
歳
で
プ
ロ
棋
士
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た

す
。
若
手
棋
士
の
登
竜
門
と
な
る
日
本
将

棋
連
盟
公
式
戦
「
加
古
川
青
流
戦
」
初
代

優
勝
者
。

　

ま
た
、
詰
将
棋
の
分
野
で
も
有
名
で
、

作
る
方
で
は
看
寿
賞
を
高
校
在
学
中
に
受

賞
。
解
く
方
で
も
詰
将
棋
解
答
選
手
権
で

優
勝
し
て
い
る
。

　

4
月
か
ら
は
、
将
棋
講
座
『
船
江
恒
平

の
終
盤
は
筋
よ
く
指
そ
う
』（
N
H
K
教

育
）で
、
テ
レ
ビ
出
演
が
ス
タ
ー
ト
。
船

江
六
段
が
少
年
時
代
に
祖
父
と
一
緒
に
楽

し
み
に
見
て
い
た
と
い
う
同
講
座
で
は
、

水
を
得
た
魚
の
よ
う
に
生
き
生
き
輝
く
講

師
と
し
て
の
船
江
六
段
の
新
た
な
魅
力
が

花
開
い
て
い
る
。

　
副
業
で
「
加
古
川
森
林
組
合
」 

　
を
や
っ
て
ま
す  

（
株
）
ム
サ
シ
代
表
取
締
役
社
長

薪
割
り
結
社Lum

berJacks

社
長

岡
本　

篤
（
高
45
回
）

　

先
輩
・
後
輩
・
同
級
生
の
み
な
さ
ん
こ

ん
に
ち
は
。
45
回
生
の
岡
本
篤
で
す
。
八

幡
町
に
あ
る
（
株
）
ム
サ
シ
で
セ
ン
サ
ー

ラ
イ
ト
を
作
っ
て
い
ま
す
。
鼻
毛
に
白
い

も
の
が
見
つ
か
る
歳
に
な
り
ま
し
た
。

　

唐
突
で
す
が
、
薪
割
り
を
し
た
こ
と
が

あ
る
人
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。
20
回

生
以
前
く
ら
い
の
人
で
志
方
町
や
八
幡
町

あ
た
り
だ
と
「
子
ど
も
の
こ
ろ
に
手
伝
い

で
や
ら
さ
れ
た
」
と
い
う
か
た
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
は
実
は
薪
割
り
を
教
え
て
い
る

ん
で
す
よ
。
仲
間
と
山
林
作
業
を
し
て
木

材
を
生
産
し
薪
割
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

い
う
講
習
会
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

じ
つ
は
加
古
川
市
に
は
森
林
組
合
が
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
た
り
ま
え
で
す
ね
、
林
業

地
で
は
な
い
の
だ
か
ら
。
し
か
し
こ
れ
は

ち
ょ
っ
と
困
り
も
の
な
の
で
す
。

　

樹
木
っ
て
放
置
し
て
も
毎
年
成
長
し
て

り
っ
ぱ
な
大
木
に
な
る
の
に
、
そ
れ
を
商

売
に
す
る
人
が
い
な
い
ん
で
す
よ
。
わ
た

し
は
日
岡
山
の
ふ
も
と
に
住
ん
で
い
る
の

で
す
が
、
大
木
に
フ
ジ
の
ツ
ル
が
か
ら
ま

っ
て
も
は
や
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
す
。
い
や
、

日
岡
山
は
公
園
と
し
て
市
が
管
理
す
る
の

で
ま
だ
マ
シ
。
市
内
で
も
北
部
を
中
心
に

あ
ち
こ
ち
に
山
林
は
あ
り
ま
す
が
、
す
べ

て
使
い
道
が
な
く
ほ
っ
た
ら
か
し
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
成
長
し
て
狐
狸
の
暗

躍
す
る
う
っ
と
う
し
い
森
林
に
な
り
ま

す
。
わ
た
し
の
家
で
飼
っ
て
い
る
ニ
ワ
ト

リ
も
毎
年
キ
ツ
ネ
や
ア
ラ
イ
グ
マ
に
襲
わ

れ
ま
す
し
、
昨
冬
は
な
ん
と
加
西
市
に
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
が
で
た
そ
う
で
す
。
山
の
木

は
と
き
ど
き
切
ら
な
い
と
ダ
メ
な
ん
で
す
。

　

自
宅
用
ス
ト
ー
ブ
や
ピ
ザ
屋
の
燃
料
に

す
る
（
売
っ
て
ま
す
）
の
で
す
が
、
そ
も

そ
も
使
用
量
が
少
な
す
ぎ
て
木
材
の
成
長

に
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。
じ
つ
は
す
で
に
手

遅
れ
の
部
分
も
あ
っ
て
、
あ
ま
り
大
き
な

木
は
切
り
倒
せ
て
も
人
力
で
は
搬
出
が
で

き
な
い
。
加
古
川
の
山
に
は
林
道
な
ん
て

あ
り
ま
せ
ん

か
ら
ね
。

　

ぜ
ひ
ご
自

宅
で
も
薪
を

燃
料
と
し
て

使
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。
い

ま
な
ら
安

く
、
と
い
う

か
自
分
で
や

る
な
ら
タ
ダ

で
す
よ
。

　
第
二
の
故
郷
、  

 

　
高
知
で
働
い
て
思
う
こ
と 

大
西　

緑
（
高
59
回
）

　

私
は
、
高
知
県
の
テ
レ
ビ
局
で
、
県
内

の
日
々
の
出
来
事
を
伝
え
る
報
道
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
仕
事
は
7
年
目
を
迎
え

今
で
は
、「
〜
し
ち
ゅ
う
」（
〜
し
た
）「
何
し

ゆ
う
が
？
」（
何
し
て
る
の
？
）
の
よ
う
な
、

見
よ
う
見
ま
ね
の
土
佐
弁
で
高
知
の
方
と

触
れ
合
っ
て
い
ま
す
。

　

稲
美
町
で
育
っ
た
私
は
東
高
を
卒
業
後
、

横
浜
の
大
学
へ
進
学
し
ま
し
た
。
横
浜
の

大
学
を
選
ん
だ
の
は
、
不
便
な
田
舎
が
嫌

い
で
刺
激
的
な
毎
日
を
過
ご
せ
る
都
会
へ

の
憧
れ
が
強
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
の
好

奇
心
に
任
せ
て
、
大
学
時
代
は
、
有
名
な

歌
劇
団
の
オ
ペ
ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト
へ
行
っ

た
り
、
海
外
の
留
学
生
と
積
極
的
に
交
流

を
し
た
り
な
ど
な
ど
、
と
に
か
く
や
り
た

い
こ
と
を
全
部
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
大
学
生
活
を
終
え
、
社
会
人
生

活
は
、海
を
隔
て
四
国
山
地
を
越
え
た 

”異

国
“
高
知
で
ス
タ
ー
ト
。
視
聴
者
と
近
い

存
在
で
あ
り
た
い
と
、
地
方
の
テ
レ
ビ
局

に
入
っ
た
の
で
す
が
、
正
直
、
不
便
で
都

会
の
よ
う
な
楽
し
み
も
な
く
「
な
ん
で
こ

ん
な
と
こ
ろ
に
来
て
し
ま
っ
と
ん
だ
ろ
う
」

と
も
や
も
や
し
な
が
ら
4
年
を
過
ご
し
ま

し
た
。
迎
え
た
5
年
目
の
春
、
仕
事
で
山

の
中
の
小
さ
な
集
落
へ
行
き
ま
し
た
。
平

均
年
齢
は
70
歳
以
上
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば
、

い
ず
れ
な
く
な
る
と
言
わ
れ
る
集
落
で
す
。

少
し
の
間
だ
け
で
も
賑
わ
い
を
と
、
桜
の

木
を
た
く
さ
ん
植
え
毎
年
桜
祭
り
を
開
い

て
い
て
、
そ
の
祭
り
を
取
材
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
見
た
の
は
、
出
店
を
切
り
盛
り
す

る
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
満
面
の
笑
顔
。
腰

が
曲
が
り
な
が
ら
も
そ
れ
は
そ
れ
は
嬉
し

そ
う
に
楽
し
そ
う
に
観
光
客
と
話
を
し
て

い
て
、
そ
の
時
私
は
「
人
の
本
来
の
姿
は

こ
れ
だ
」
と
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

大
学
以
降
、
希
薄
な
人
間
関
係
を
心
地
よ

く
感
じ
て
い
た
私
で
し
た
が
、
ど
こ
か
虚

し
い
よ
う
な
感
覚
。
人
は
人
と
触
れ
合
う

こ
と
で
幸
せ
に
な
れ
る
の
だ
と
気
づ
か
さ

れ
「
も
っ
と
人
間
ら
し
く
生
き
よ
う
！
」

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
知
に
は
、
最
先
端
の
も
の
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
た
だ
、
手
つ
か
ず
の
雄
大
な
自

然
、
新
鮮
な
野
菜
に
魚
、
そ
し
て
人
と
の

濃
い
ふ
れ
あ
い
を
強
く
望
む
人
々
が
い
て
、

人
間
ら
し
い
生
活
が
で
き
る
場
所
で
す
。

そ
ん
な
高
知
で
生
活
で
き
た
お
か
げ
で
、

「
嫌
い
だ
っ
た
地
元
も
良
い
も
の
か
も
し

れ
な
い
、
地
元
を
も
う
一
度
好
き
に
な
っ

て
み
よ
う
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

生
ま
れ
故
郷
が
好
き
だ
と
い
う
気
持
ち
は
、

思
い
が
け
な
く
生
ま
れ
る
も
の
で
す
ね
。

今
は
、「
い
つ
か
、
地
元
の
た
め
に
働
き
た

い
」
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
稚
拙
な
文
章
を
最
後
ま
で
読

ん
で
下
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
、
清
流
会
事
務
局
の
方
々
に
は
、

こ
の
よ
う
な
寄
稿
の
機
会
を
与
え
て
下
さ

り
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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■

「
ギ
タ
フ
ォ
」
か
ら

　「
軽
音
楽
部
」
へ

　

平
成
28
年
度
の
ギ
タ
ー
フ
ォ
ー
ク
同
好

会
は
３
年
生
15
名
、
２
年
生
40
名
、
１
年

生
33
名
の
88
名
で
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
清
流
館
３
階
の
大
会
議
室
と

多
目
的
室
を
お
借
り
し
て
活
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
会
員
数
が
多
く
て
、
全
員
が
毎

日
練
習
す
る
に
は
窮
屈
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。そ
こ
で
、
吹
奏
楽
部
に
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
生
徒
集
会
室
（
食
堂
）
も
使
わ

せ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
充
実
し

た
練
習
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ギ
タ
ー
フ
ォ
ー
ク
同
好
会
の
主
な
発
表

の
場
は
、
５
月
の
文
化
部
発
表
会
、
６
月

の
体
育
祭
の
後
夜
祭
で
の
演
奏
、
７
月
、

９
月
、
12
月
の
定
期
ラ
イ
ブ
と
そ
れ
に
向

け
て
の
部
内
発
表
で
す
。
生
徒
の
多
く
が
、

入
部
当
初
は
楽
器
演
奏
の
初
心
者
で
あ
り

な
が
ら
、
先
輩
に
教
わ
っ
た
り
個
人
練
習

を
積
み
重
ね
た
り
し
て
、
ラ
イ
ブ
が
で
き

る
ま
で
に
上
達
し
ま
す
。
回
数
を
重
ね
る

ご
と
に
演
奏
技
術
が
格
段
に
高
ま
り
、
音

色
が
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
に
、
私
達
は
い

つ
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。
昨
年
度
も
、
毎
回

多
く
の
観
客
を
集
め
ま
し
た
。
ま
だ
未
熟

な
部
分
が
あ
る
も
の
の
、
聴
き
応
え
の
あ

る
演
奏
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
自
負

し
て
い
ま
す
。
特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、

体
育
祭
の
後
夜
祭
で
、
期
せ
ず
し
て
観
客

か
ら
大
合
唱
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
、「
演
奏
者
と
観
客
が
心
を
一
つ
に
す

る
時
間
を
創
り
出
す
」
と
い
う
、
会
員
達

の
願
い
が
か
な
っ
た
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
生
徒
の
熱
意
を
直
接
に
感

じ
る
中
で
、
残
念
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
は
「
同
好
会
」
で
あ
る
た
め

に
活
動
の
場
を
学
校
内
に
限
ら
れ
て
い
た

こ
と
で
す
。
地
域
で
の
演
奏
、
他
校
と
の

合
同
練
習
、
ま
た
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
へ
の

出
場
の
機
会
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

ひ
た
む
き
に
練
習
を
積
み
重
ね
る
う
ち
に
、

生
徒
の
中
に
も
「
安
全
地
帯
」
か
ら
出
る

必
要
性
を
感
じ
る
者
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
こ
こ
数
年
は
「
部
」
に
昇
格
す

る
こ
と
の
意
味
と
責
任
に
つ
い
て
も
話
し

合
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
指
導
部
や
生
徒
会
は
、
こ
う
い
う

状
況
を
見
守
り
、
や
が
て
理
解
し
、「
部
」

へ
の
昇
格
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
し
て

下
さ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昇
格
へ
の

賛
同
を
求
め
る
署
名
に
も
、
必
要
条
件
の

60
名
を
は
る
か
に
超
え
る
生
徒
が
署
名
し
、

用
紙
が
足
り
な
く
な
る
事
態
ま
で
起
こ
り

ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
、
生
徒
議
会
の
承
認
を

経
て
「
ギ
タ
ー
フ
ォ
ー
ク
同
好
会
」
は
部

へ
昇
格
し
、
名
称
も
「
軽
音
楽
部
」
と
変

更
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
「
ギ
タ
ー

フ
ォ
ー
ク
同
好
会
」
と
い
う
名
称
に
慣
れ

親
し
ん
だ
卒
業
生
の
皆
さ
ん
は
少
し
残
念

に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

「
バ
ン
ド
を
固
定
せ
ず
、
技
術
の
巧
拙
を

超
え
て
、
好
き
な
音
楽
を
仲
間
と
、
そ
し

て
観
客
の
皆
さ
ん
と

共
に
楽
し
む
」
と
い

う
「
ギ
タ
フ
ォ
」
の

精
神
は
少
し
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を

理
解
し
て
い
た
だ
い

て
、
こ
れ
か
ら
も

「
軽
音
楽
部
」
の
活

動
を
見
守
っ
て
い
た

だ
き
、
機
会
が
あ
れ

ば
演
奏
会
に
来
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。

■

2
0
1
7
年
度
入
試
概
況

　

2017
年
度
セ
ン
タ
ー
試
験
の
志
願
者
数
は

5
7
5
，
9
6
7
人
（
昨
年
5
6
3
，

7
6
8
人
：
前
年
比
102
・
2
％
）、本
試
験

の
外
国
語
受
験
者
数
も
5
4
0
，9
4
1

人
（
昨
年
5
3
0
，6
3
6
人
：
前
年
比

101
・
9
％
）
と
い
ず
れ
も
増
加
し
ま
し
た
。

　

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
が
発
表
し
た
志
願

者
数
の
現
卒
別
の
内
訳
を
み
る
と
、
現
役

志
願
者
数
は
昨
年
か
ら
9
，5
0
7
人
増

の
4
7
1
，8
4
2
人
（
前
年
比
102
・
1

％
）、既
卒
生
志
願
者
数
も
2
，6
6
4
人

増
の
9
9
，1
1
8
人
（
同
102
・
8
％
）

と
い
ず
れ
も
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち

現
役
志
願
者
数
の
増
加
に
つ
い
て
は
、
来

春
の
高
校
卒
業
見
込
み
者
が
前
年
か
ら
約

1
万
人
増
加
す
る
こ
と
に
加
え
、
セ
ン
タ

ー
試
験
の
現
役
志
願
率
（
セ
ン
タ
ー
試
験

現
役
志
願
者
数
／
高
校
卒
業
見
込
み
者
数
）

が
上
昇
し
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

近
年
国
公
立
大
で
推
薦
・
A
O
入
試
に
セ

ン
タ
ー
試
験
の
成
績
を
利
用
す
る
大
学
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
も
要
因
で
し
ょ
う
。

　

2021
年
か
ら
導
入
さ
れ
る
大
学
入
学
希
望

者
評
価
テ
ス
ト
（
仮
称
）
を
中
心
に
、
現

在
大
学
入
学
選
抜
に
つ
い
て
盛
ん
に
議
論

が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
眼
は
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
を
評
価
す
る
試

験
の
導
入
で
あ
り
、
す
で
に
現
行
の
セ
ン

タ
ー
試
験
の
問
題
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向

が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
今
年

は
「
数
学
Ⅰ
・
数
学
A
」
で
2
つ
の
分
野

の
融
合
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
地
歴
B
の
各
科
目
で
は
、
い
ず
れ
も

グ
ラ
フ
や
図
表
、
統
計
資
料
な
ど
の
読
み

取
り
が
必
要
な
問
題
が
出
題
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
に
知
識
だ
け
で
な
く
思
考

力
を
要
す
る
設
問
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

文
系
は
国
語
や
日
本
史
B
の
平
均
点
が

ダ
ウ
ン
し
た
も
の
の
、
英
語
、
数
学
、
生

物
基
礎
な
ど
の
易
化
に
よ
る
影
響
を
受
け
、

全
体
の
平
均
点
は
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
7

科
目
文
系
型
生
の
成
績
分
布
は
山
が
上
位

へ
シ
フ
ト
し
、
640
点
付
近
（
得
点
率
7
割
）

か
ら
増
加
が
見
ら
れ
ま
す
。
と
く
に
旧
帝

大
を
中
心
と
し
た
国
立
難
関
大
合
格
の
目

安
と
な
る
8
割
以
上
の
成
績
層
は
前
年
比

144
％
と
大
き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

理
系
は
、
多
く
の
理
系
生
が
受
験
す
る

化
学
の
平
均
点
ダ
ウ
ン
が
全
体
平
均
点
に

も
影
響
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
7
科
目
理

系
型
生
の
成
績
分
布
は
下
位
層
と
上
位
層

の
両
端
に
広
が
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
立
難
関
大
合
格
目
安
と
な

る
8
割
以
上
の
成
績
層
は
前

年
比
105
％
と
わ
ず
か
に
増
加

し
ま
し
た
。

　

文
系
で
は
、
社
会
科
学
系

の
各
系
統
で
出
願
予
定
者
の

増
加
が
目
立
ち
ま
す
。
特
に

模
試
で
も
堅
調
な
人
気
を
示

し
て
い
た
「
経
済
・
経
営
・

商
」
学
系
は
前
年
比
108
％
と

高
い
人
気
を
示
し
ま
し
た
。

　

理
系
で
は
、「
理
」「
農
」

学
系
の
出
願
予
定
者
は
前
年

を
下
回
っ
て
お
り
、
人
気
の

低
下
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
工
」
学
系
は
前
年
比
103
％

と
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
分

野
に
よ
り
状
況
が
異
な
り
ま

す
。「
通
信
・
情
報
」「
建
築
・
土
木
環
境
」

と
い
っ
た
分
野
で
出
願
予
定
者
が
増
加

し
、
人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
女
子
の
増

加
も
人
気
を
押
し
上
げ
る
要
因
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

本
校
卒
業
生
の
合
格
状
況
を
簡
単
に
ま

と
め
て
お
き
ま
す
。
東
京
大
1
（
現
役

1
）、京
都
大
8
（
4
）、大
阪
大
27
（
17
）、

神
戸
大
30
（
23
）。難
関
国
立
10
大
学
計

81
（
51
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
公
立
大

学
に
は
合
計
278
人
、
現
役
生
で
は
214
人
合

格
し
、
学
年
全
体
の
約
6
割
が
国
公
立
大

学
に
合
格
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私
立
大
で

は
、
慶
應
義
塾
大
2
（
0
）、早
稲
田
大

7
（
3
）、同
志
社
大
41
（
24
）、立
命
館
大

53
（
23
）、関
西
大
57
（
37
）、関
西
学
院
大

108
（
82
）
の
合
格
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

69回生　進路状況
進　学

就職 予備
校等 計４年制大学 大学

校
専門
学校 短大国立 公立 私立

男 68 40 16 0 0 0 0 47 171
女 55 33 62 0 2 0 1 31 184
総計 123 73 78 0 2 0 1 78 355

平成29年３月 平成28年３月 平成27年３月
69回生 過年度 68回生 過年度 67回生 過年度

国立４年制大学 132 47 120 56 158 33
公立４年制大学 82 17 97 17 61 16
私立４年制大学 381 169 429 174 405 138
私立短期大学 0 0 1 0 5 0
大学校 0 0 0 1 1 4
計 595 233 647 248 630 191

母
校
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
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1.学校内での活動
ア部活動において優秀な成績を収めた者（計 42 名）
①運動部：県大会3位以上の個人またはチーム（エントリー人数分）
陸上競技部（3名）
組 氏　名 顕　彰　内　容

3－3 島中　　翼 第67回兵庫県高等学校ユース陸上競技対校選手権大会
男子4×100mリレー　第2位

3－4 永井　瑞希

第69回兵庫県高等学校陸上競技対校選手権大会
男子110mH　第3位
秩父宮賜杯第69回全国高等学校陸上競技対校選手権大会
近畿地区予選会　男子110mH　第6位
全国高等学校総合体育大会陸上競技大会　出場

3－9 桒原　拓也

第68回兵庫県高等学校陸上競技対校選手権大会
男子8種競技　第1位
第3回全国高等学校陸上競技対校選手権大会出場
第9回日本ユース陸上競技対校選手権大会出場

②文化部：運動部に準ずる
囲碁・将棋同好会（1名）
組 氏　名 顕　彰　内　容

3－7 鍋谷　太朗
第29回全国高等学校将棋竜王戦出場
第40回全国高等学校総合文化祭出場
第52回全国高等学校将棋選手権大会出場

吹奏楽部（11名）
組 氏　名 顕　彰　内　容
3－2 伊藤　沙恵

第66回関西吹奏楽コンクール出場　銀賞受賞

3－2 脇谷　紀之
3－3 石坂　麻衣
3－3 前田　哲徳
3－4 岡崎佳菜子
3－5 藤井　孝憲
3－8 助田　梨央
3－8 高橋明日香
3－9 小池　　翔
3－9 河野　瑞希
3－9 一角　　茜

自然科学部（17名）
組 氏　名 顕　彰　内　容

3－1 國澤　昂平

第11回朝永振一郎記念　科学の芽賞　粉粒体チーム
「『粉体時計』の実現報告及びそのメカニズムの数理的考察」
日本物理学会Jr.セッション　優秀賞
粉粒体班「『粉体時計』の実現、及びその数理的考察」

3－1 椙下　賀代

工学フォーラム2015　国立大学54工学系学部会議議長賞
（ポスター発表部門最優秀賞受賞）
水滴班「微小重力下で使用できる実験器具を目指して」
第30回宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ISTS）英語発表
水滴班「Using mineral scale to control water in microgravity」
2015全国SSH生徒研究発表会発表者（課題研究では2016年も発表）

3－1 辻　　典幸

日本地球惑星科学連合大会2016高校生セッション　優秀賞
真砂土チーム「花崗岩の風化による土砂災害への影響」
日本地質学会第122年学術大会　優秀賞
第13回小、中、高校生徒「地学研究」発表会
真砂土班「花崗岩の風化が及ぼす土砂災害への影響」

3－1 友野　稜太

第11回朝永振一郎記念　科学の芽賞　粉粒体チーム
「『粉体時計』の実現報告及びそのメカニズムの数理的考察」
日本物理学会Jr.セッション　優秀賞
Asian-Pacific Planning Societies 2016国際会議（ICAPPS）

3－1 中林真梨萌

日本地球惑星科学連合大会2016高校生セッション　2年連続 優秀賞
真砂土チーム「花崗岩の風化による土砂災害への影響」
日本地質学会第122年学術大会　優秀賞
第13回小、中、高校生徒「地学研究」発表会
真砂土班「花崗岩の風化が及ぼす土砂災害への影響」

3－1 長谷川夏海
日本地球惑星科学連合大会2016高校生セッション　優秀賞
真砂土チーム「花崗岩の風化による土砂災害への影響」
Asian-Pacific Planning Societies 2016国際会議（ICAPPS）英語発表

■ 

退
職
さ
れ
た
方

事
務
長 

森　
　

俊
雄

　

県
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課
へ

教　
　

諭 

辻　
　

祐
子　

英
語

■ 

離
任
さ
れ
た
方
々

教　
　

頭 

安
岡　

久
志

　

川
西
明
峰
高
等
学
校　

校
長
へ

教　
　

頭 

松
中　

泰
幸

　

生
野
高
等
学
校　

校
長
へ

教　
　

諭 

竹
内　
　

均

　

数
学　

加
古
川
西
高
等
学
校
へ

教　
　

諭 

平
井　

惠
子

　

保
健
体
育　

宝
塚
東
高
等
学
校
へ

教　
　

諭 

大
西　

正
浩

　

理
科　

東
灘
高
等
学
校
へ

臨
時
講
師 

西
面　

理
菜

　

英
語　

北
条
高
等
学
校　

臨
時
講
師
へ

臨
時
実
習
助
手 

菅　
　

彩
幸

　

伊
丹
市
立
中
学
校　

教
諭
（
国
語
科
）
へ

校 

務 

員 

酒
井　

加
代
子

　

高
砂
高
等
学
校
へ

臨
時
校
務
員 

北
野　

義
人

　

加
古
川
北
高
等
学
校
へ

■ 

着
任
さ
れ
た
方
々

教　
　

頭 

佐
野　

正
明

　

加
古
川
西
高
等
学
校　

教
頭
よ
り

事 

務 

長 

股
野　

孝
司

　

県
立
考
古
博
物
館　

総
務
部
長
よ
り

教　
　

諭 

河
岡　

佳
子

　

英
語　

姫
路
東
高
等
学
校
よ
り

教　
　

諭 

上
田　

伸
哉

　

数
学　

加
古
川
西
高
等
学
校
よ
り

教　
　

諭 

谷
口　

正
明

　

理
科　

姫
路
北
高
等
学
校
よ
り

教　
　

諭 

今
岡　

陽
里

　

保
健
体
育　

新
採
用

　
（
加
古
川
北
高
等
学
校　

臨
時
講
師
）
よ
り

臨
時
実
習
助
手 

高
島　

優
実

　

相
生
学
院
高
等
学
校
よ
り

臨
時
校
務
員 

片
岡　

博
子

　

い
な
み
野
特
別
支
援
学
校
よ
り

臨
時
校
務
員 

蓬
莱　

晃
次

　

小
野
工
業
高
等
学
校
よ
り

組 氏　名 顕　彰　内　容

3－1 福田　幸音
日本地球惑星科学連合大会2016高校生セッション　2年連続 優秀賞
真砂土チーム「花崗岩の風化による土砂災害への影響」
Asian-Pacific Planning Societies 2016国際会議（ICAPPS）英語発表

3－1 屋敷　智咲

工学フォーラム2015　国立大学54工学系学部会議議長賞
（ポスター発表部門最優秀賞受賞）
水滴班「微小重力下で使用できる実験器具を目指して」
第30回宇宙技術および科学の国際シンポジウム（ISTS）英語発表
水滴班「Using mineral scale to control water in microgravity」
2015全国SSH生徒研究発表会　発表者

3－2 福森　悠真 日本地球惑星科学連合大会2016高校生セッション　優秀賞
真砂土チーム「花崗岩の風化による土砂災害への影響」

3－3 伊東　陽菜

第11回朝永振一郎記念　科学の芽賞　粉粒体チーム
「『粉体時計』の実現報告及びそのメカニズムの数理的考察」
日本物理学会Jr.セッション　優秀賞
粉粒体班「『粉体時計』の実現、及びその数理的考察」

3－6 仙波　明穂 神奈川大学全国高校生理科・科学論文　優秀賞
凝灰岩班「凝灰岩の性質の相違によるカルデラ湖形成の推定」

3－8 山本　瑛介

日本地球惑星科学連合大会2016高校生セッション　優秀賞
真砂土チーム「花崗岩の風化による土砂災害への影響」
日本地質学会第122年学術大会　優秀賞
第13回小、中、高校生徒「地学研究」発表会
真砂土班「花崗岩の風化が及ぼす土砂災害への影響」

3－2 千古　晴菜

第63回日本生態学会大会高校生ポスター賞　審査員特別賞
　「環境DNAを用いたミシシッピアカミミガメの生息分布調査」
第39回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会　優秀賞
京都大学博物館　小中高生の探究活動発表会ポスター発表　金賞

3－5 松谷　朱莉

第63回日本生態学会大会高校生ポスター賞　審査員特別賞
　「環境DNAを用いたミシシッピアカミミガメの生息分布調査」
第40回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会　優秀賞
京都大学博物館　小中高生の探究活動発表会ポスター発表　金賞

3－5 山崎　瑞穂
第57回日本植物生理学会年会「高校生生物研究発表会」　最優秀賞
　「レプリカ法による葉の成長メカニズムの研究」
京都大学博物館　小中高生の探究活動発表会ポスター発表　銀賞

3－6 瓶内ひなた

第63回日本生態学会大会高校生ポスター賞　審査員特別賞
　「環境DNAを用いたミシシッピアカミミガメの生息分布調査」
第40回兵庫県高等学校総合文化祭自然科学部門発表会　優秀賞
京都大学博物館　小中高生の探究活動発表会ポスター発表　金賞

3－6 塩釜　　愛
第57回日本植物生理学会年会「高校生生物研究発表会」　最優秀賞
　「レプリカ法による葉の成長メカニズムの研究」
京都大学博物館　小中高生の探究活動発表会ポスター発表　銀賞

課題研究（10名）
組 氏　名 顕　彰　内　容
3－1 一宮　　亘

課題研究　テーマ「小翼を応用した新しい風車のデザイン」
が、平成28年度SSH生徒研究発表会において、全国2位に相
当するJST（科学技術振興機構）理事長賞を受賞した。

3－1 大橋　侑加
3－1 椙下　賀代
3－1 杉本　沙慧
3－1 堤　　雄大
3－1 野田　歩夢
3－1 安田　匠利
3－1 瀧本　真裕

Asian-Pacific Planning Societies 2016国際会議（ICAPPS） 
英語発表3－1 藤原　彩菜

3－1 原　　菜月

2.学校外での活動
イその他（計6名）
組 氏　名 顕　彰　内　容

3－8 大村　浩士
平成27年度　秋季兵庫県高等学校硬式野球大会　第4位
主戦投手、中心打者として活躍した。この大会での活躍が認
められ、兵庫県高等学校優秀野球選手表彰を受賞した。

3－1 福田　幸音 第58回全国学芸サイエンスコンクール小説部門　入賞

3－1 數馬　圭乃 第17回後藤新平・新渡戸稲造記念拓殖大学
高校生・留学生作文コンクール奨励賞

3－6 多木愛美音 第3回KOBELCO森の童話大賞中高生の部　銀賞
第4回KOBELCO森の童話大賞中高生の部　銅賞

3－7 朝喜　萌日 第4回KOBELCO森の童話大賞中高生の部　銅賞

3－8 法田　尚子 第59回全国学芸サイエンスコンクール作文・小論文部門　
旺文社赤尾好夫記念賞（銀賞）

以上　48名（内重複2名）

平成28年度 清流会表彰者

母
校
の
人
事
異
動
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ご不明な点がありましたら、本校事務室

（079-424-2726）までお問い合わせく

ださい。

また、制度の詳しい説明は兵庫県教育委

員会財務課ホームページをご覧ください。

≪寄附の申し込みについて≫

に亘る
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清
流
会
会
員

の
皆
様
に
は
平

素
よ
り
格
別
の

ご
支
援
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

加
古
川
東
高
校
に
は
、
奨
学
金
の
給

付
事
業
を
行
う
公
益
財
団
法
人
青
松
会

が
あ
り
ま
す
。

　

青
松
会
は
昭
和
50
年
に
教
育
振
興
の

た
め
、
生
徒
の
就
学
援
助
を
行
い
、
そ

の
心
身
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
清
流
会
の
先
輩
会
員
を
中
心

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

設
立
以
来
42
年
間
、
基
本
財
産
の
運

用
と
清
流
会
会
員
の
皆
様
か
ら
の
寄
附

金
に
よ
り
、
多
く
の
奨
学
生
に
奨
学
金

の
給
付
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

公
立
高
校
で
奨
学
金
給
付
事
業
を
行

う
公
益
財
団
法
人
を
有
す
る
の
は
珍
し

く
、
加
古
川
東
高
校
は
素
晴
ら
し
い
高

校
だ
と
思
い
ま
す
。

　

奨
学
金
の
給
付
事
業
は
、
低
金
利
時

代
の
現
在
、
基
本
財
産
の
運
用
益
が
期

待
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
清
流
会
会

員
の
皆
様
か
ら
の
寄
附
金
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
清

流
会
会
員
の
皆
様
、
元
奨
学
生
の
皆
様

か
ら
の
多
く
の
寄
附
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

加
古
川
東
高
校
清
流
会
と
、
青
松
会

は
奨
学
金
給
付
事
業
を
続
け
て
い
く
こ

と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

本
年
は
別
記
の
、
役
員
で
公
益
財
団
法

人
青
松
会
の
奨
学
金
給
付
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

清
流
会
会
員
の
皆
様
に
青
松
会
を
よ
り

知
っ
て
頂
き
、
加
古
川
東
高
校
生
徒
の
輝

く
未
来
の
た
め
に
、
更
な
る
ご
支
援
を
お

願
い
し
て
「
清
流
」
に
掲
載
さ
せ
て
頂
い

て
い
ま
す
。

　

青
松
会
は
兵
庫
県
よ
り
公
益
財
団
法
人

青
松
会
の
認
定
を
平
成
24
年
４
月
に
受
け

ま
し
た
。　　　　公益財団法人青松会　役　員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年7月1日

理　事　長　　水埜安寛（高15）

副理事長　　大庫俊介（高19）　岡田義則（高23）

専務理事　　山田拓史（高13）

理　　事　　泉　正紀（高25）　坂田克己（高36）　藤本陽一（高24） 

　　　　　　松尾将勝（高27）　水埜　浩（高33）　森本幸吉（高28） 

　　　　　　吉田実盛（高32）　脇谷政孝（高33）

監　　事　　渋谷　哲（高18）　三宅隆宏（高14）

評　議　員　　大西壯司（高21）　加古武史（高36）　籠谷紘義（高13） 

　　　　　　釜谷研造（高２） 　十倉茂明（高９） 　冨田銕也（高８） 

　　　　　　宮宅勇二（高24）　山口勝英（高15）　吉山　徹（高15） 

　　　　　　安本　直（加古川東高校校長）

　

公
益
財
団
法
人
青
松
会
に
対
す
る
寄
附

金
は
、
会
員
の
皆
様
が
確
定
申
告
を
行
う

場
合
、
所
得
税
法
上
寄
附
金
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

事
務
局

　

〒
6
7
5

－

0
0
3
9

　

加
古
川
市
加
古
川
町
粟
津
2
3
2

－

２

　

（
加
古
川
東
高
校
内
）

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

0
7
9

－
4
2
1

－

8
4
6
4

　

専
務
理
事　

山
田　

拓
史
（
高
13
回
）

 

青
松
会
へ
の
感
謝 

ピ
ム
コ
・
ジ
ャ
パ
ン
・
リ
ミ
テ
ッ
ド
最
高
経
営
責
任
者

松
　
井
　
昭
　
憲
（
高
30
回
）

　

青
松
会
は
昭
和
50
年
設
立
さ
れ
た
と
伺

っ
て
い
る
が
、
実
は
、
同
じ
加
古
川
東
高

校
に
通
う
４
歳
上
の
兄
が
奨
学
金
給
付
対

象
の
第
１
期
生
だ
。
私
も
高
校
時
代
、
大

学
時
代
を
通
じ
て
青
松
会
か
ら
の
奨
学
金

を
頂
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
兄
弟
二
人
を

京
都
に
下
宿
さ
せ
、
学
費
や
生
活
費
を
毎

月
送
っ
て
く
れ
た
両
親
に
は
心
か
ら
感
謝

し
て
い
る
。
父
は
31
年
前
に
56
歳
の
若
さ

で
他
界
し
た
。
こ
れ
と
い
っ
た
親
孝
行
は

出
来
な
か
っ
た
。
一
方
で
母
は
健
在
で
加

古
川
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、

加
古
川
に
対
す
る
想
い
に
は
強
い
も
の
が

あ
る
。

　

青
松
会
か
ら
の
奨
学
金
は
あ
り
が
た
か

っ
た
。
母
が
何
度
も
感
謝
の
言
葉
を
口
に

し
て
い
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

　

兄
も
私
も
、
日
系
の
金
融
機
関
で
20
年

近
く
勤
務
し
た
後
、
外
資
系
金
融
に
身
を

転
じ
た
。
私
は
現
在
、
ピ
ム
コ
と
い
う
米

系
の
運
用
会
社
の
日
本
法
人
の
代
表
を
務

め
て
い
る
。
政
府
、
金
融
機
関
や
公
的
・

私
的
年
金
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
多
い
為
、

一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
は
170
兆
円
を
超
え
る
運
用
を
行
っ

て
い
る
。
債
券
で
の
運
用
が
得
意
な
為
、

世
界
の
中
央
銀
行
や
政
府
関
係
者
と
の
交

流
は
深
い
。
特
に
、
米
国
本
社
で
経
済
・

政
治
顧
問
と
な
っ
て
頂
い
て
い
る
ベ
ン
・

バ
ー
ナ
ン
キ
前
F
R
B
議
長
、
ゴ
ー
ド
ン・

ブ
ラ
ウ
ン
元
英
国
首
相
、
ジ
ャ
ン
ク
ロ
ー

ド
・
ト
リ
シ
ェ
前
欧
州
中
央
銀
行
総
裁
等

と
は
毎
四
半
期
に
開
催
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
会
議
の
場
で
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

本
社
で
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
る
。
い
ず

れ
も
正
に
世
界
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
達
で

知
見
に
富
ん
だ
ア
イ
デ
ア
や
洞
察
に
毎
回

感
銘
を
受
け
る
。

　

加
古
川
東
高
校
の
皆
さ
ん
に
は
、
世
界

に
目
を
向
け
て
是
非
活
躍
し
て
欲
し
い
。

　

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
出
張
し
た
時
に
、

何
故
か
加
古
川
を
思
い
出
す
。
ど
ち
ら
も

晴
天
が
多
い
せ
い
か
、
私
の
体
に
加
古
川

の
D
N
A
が
強
く
息
づ
い
て
い
る
の
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
の
自
分
が
あ
る
の

は
、
両
親
や
家
族
の
お
蔭
、
加
古
川
東
高

校
の
お
蔭
、
そ
し
て
青
松
会
の
お
蔭
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

少
し
で
も
恩
返
し
が
出
来
れ
ば
、
こ
れ

ほ
ど
幸
せ
な
こ
と
は
な
い
。

公
益
財
団
法
人　

　
　

青
松
会
か
ら

　
　
理
事
長
　
水
　
埜
　
安
　
寛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
15
回
）
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木 下 正 一
山 口 勝 英

大 西 壯 司

多 木 有 一
藤 本 陽 一
土 屋 光 世
大 庫 隆 夫
大　西　淳滋郎
黒 田 昌 宏

泉 　 正 紀
吉 田 実 盛

内 藤 三 恵
宮 宅 勇 二

榊　　　眞由美
得 田 恵 司

畑 谷 一
籠 谷 紘 義
松 崎 正 俊
大 庫 俊 介
仲 上 常 幸
宮 宅 勇 二
北　野　砂恵子

（中18）
（高15）

（高21）

（高21）
（高24）
（高27）
（高28）
（高29）
（高37）

（高25）
（高32）

（高12）
（高24）

（高33）
（高48）

（高３）
（高13）
（高14）
（高19）
（高19）
（高24）
（高29）

元 会 長
前 会 長

会 長

副 会 長

会計監査

会       計

書       記

総務委員

○

●東京支部
松井昭憲（高30回）
横浜市青葉区美しが丘3－33－4
☎045-903-0245

●大阪支部
山本俊輔（高25回）
加古郡稲美町岡378
☎079-492-2164

●奈良支部
板倉敬則（高18回）
奈良市山陵町1055－24
☎0742-46-9610

●姫路支部
平田建喜（高19回）
高砂市美保里31－12
☎079-442-5938

●明石支部
森本眞一（高21回）
明石市大久保町大久保町189－7
☎078-936-9503

●稲美支部
西川征志郎（高12回）
加古郡稲美町加古1570－2
☎079-492-2384

●県庁支部
藤原由成（高26回）
加古郡稲美町蛸草729
☎079-495-0647

●神戸教職員支部
松井勝美（高24回）
明石市二見町西二見駅前2－152
☎078-943-4790

＜地域支部＞ ＜職域支部＞

鈴 木 利 信
宮 本 順 子
小 林 尚 美
佐　野　さとみ
榊　　　眞由美
坂 田 　 亨
川　﨑　万理子
鹿 間 　 聖
藤 本 准 一
山 本 鉄 平
大 野 恭 平

西 村 義 冨
穴 田 滋 子
菅 野 正 子
岩　坂　純一郎
川 西 幹 雄
網 谷 純 子
久 保 一 人
末 澤 正 臣
佐 野 裕 美
西 川 陽 子
大 竹 恭 子
玉　野　ますみ
小 林 直 樹
岡　崎　美和子
阿 野 康 子
宗 和 素 子

（高31）
（高31）
（高32）
（高33）
（高33）
（高35）
（高41）
（高41）
（高43）
（高45）
（高46）

（高第2）
（高７）
（高13）
（高20）
（高20）
（高21）
（高22）
（高30）
（高30）
（高30）
（高30）
（高30）
（高33）
（高33）
（高39）
（高46）

◎

○

文化委員

○

◎

○

能 田 達 三
藤　原　真理子
石 堂 　 求
福 岡 照 文
三 村 浩 之
梅 谷 誠 一
井　岡　徳多郎
坂 下 雅 一

安 本 　 直

井 上 浩 義
佐 野 正 明
松 下 博 昭

股 野 孝 司

古　川　千恵子

（高12）
（高20）
（高22）
（高23）
（高24）
（高24）
（高28）
（高29）

（高30）
（高31）
（高35）

（高30）

体育委員

○

◎
○

校 長

校内幹事

事 務 長

事 務 局

役 員 一 覧 平成29年6月1日現在

（◎は各委員会の委員長）
（◯は副委員長）
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竹 内 和 弘
松 崎 正 俊
三 宅 隆 宏
住 友 義 男
福 田 嘉 子
水 埜 安 寛
山 口 勝 英
山 﨑 朝 美
大 下 一 興
清 田 康 之
小 林 弘 子
小　山　美知代
田 中 靖 子
田 村 　 明
松 尾 勝 良
前 田 干 城
三 宅 英 璋
森 岡 史 朗
永 井 　 一
清 水 賢 二
仲 上 常 幸
岩　坂　純一郎
藤　原　真理子
北 条 雅 紀
石 堂 　 求
山 崎 敏 美
金 川 種 弘
林 　 郁 朗
岩 本 善 典
小 林 達 子
三 村 浩 之
安　田　しをり
衣 笠 仁 浩
小 林 孝 子
沢 田 敏 郎
山 本 普 子
下 村 浩 司
畠 　 房 生
本 岡 茂 範
浅 場 知 洋
網 干 美 保
上 野 　 均
井　岡　徳多郎
松 本 高 亮
森 本 幸 吉
城 　 伸 幸
新 田 順 子
松 下 正 明

（高14）
（高14）
（高14）
（高15）
（高15）
（高15）
（高15）
（高15）
（高16）
（高16）
（高16）
（高16）
（高16）
（高16）
（高16）
（高17）
（高17）
（高17）
（高18）
（高19）
（高19）
（高20）
（高20）
（高21）
（高22）
（高22）
（高23）
（高23）
（高23）
（高24）
（高24）
（高24）
（高25）
（高25）
（高25）
（高25）
（高26）
（高26）
（高26）
（高27）
（高27）
（高27）
（高28）
（高28）
（高28）
（高29）
（高29）
（高29）

末 澤 正 臣
西 岡 拓 代
川 口 和 代
佐 伯 明 子
鈴 木 利 信
玉 奥 　 満
沼 田 勝 彦
大 西 賞 典
岸 本 真 弓
林 　 和 也
劉 　 美 鈴
池 澤 文 隆
田 中 章 子
名 定 啓 介
西 山 和 仁
後 藤 昌 之
成 定 淳 子
水 埜 正 彦
釜 谷 泰 造
小 山 三 佳
加 古 武 史
小 嶋 志 之
野 上 　 稔
藤　城　奈律枝
新 井 睦 美
黒 田 昌 宏
長谷川　哲　也
田 中 勇 一
初　瀬　富美子
片 山 憲 一
別 所 　 眞
松　井　亜希子
三 谷 佳 裕
西 川 隆 博
堀 井 信 明
前 田 恵 美
賴　　　洋理子
北 川 寿 一
小 牧 清 彦
鹿 間 　 聖
平　田　ひとみ
生 田 　 聡
坂 本 佳 恵
吉 井 　 妙
今　井　甲二郎
掛　川　佳世子
宮 本 雅 之
井 上 智 史

（高30）
（高30）
（高31）
（高31）
（高31）
（高31）
（高31）
（高32）
（高32）
（高32）
（高32）
（高33）
（高33）
（高33）
（高33）
（高34）
（高34）
（高34）
（高35）
（高35）
（高36）
（高36）
（高36）
（高36）
（高37）
（高37）
（高37）
（高38）
（高38）
（高38）
（高39）
（高39）
（高39）
（高40）
（高40）
（高40）
（高40）
（高41）
（高41）
（高41）
（高41）
（高42）
（高42）
（高42）
（高42）
（高43）
（高43）
（高44）

岡 本 賢 裕
筒 井 利 典
田　中　かおり
高 塚 香 織
原　田　かおり
北 條 俊 正
正 木 一 行
山 本 鉄 平
岸 本 敏 英
中 塚 佳 子
松 林 　 勲
大 森 達 也
吉 村 博 隆
赤 江 泰 介
待 鳥 繁 隆
本 岡 文 亜
魚 屋 由 美
藤 原 　 良
安 田 　 薫
家 氏 純 子
妙　中　いつか
北 江 直 樹
森 本 龍 介
河 田 直 子
澁 谷 恒 一
長 澤 達 朗
原 　 敏 生
小阪田　泰　子
荻 野 心 平
柏 井 康 彦
林 　 郁 子
川 田 直 寛
堰 本 　 愛
中 山 智 裕
桑 野 　 浩
西 田 　 寛
藤 井 美 穂
井 上 祐 輔
中 原 初 実
砂 川 祐 子
庄 司 博 美
門　地　あゆみ
八 木 勇 磨
田 中 章 浩
東 　 達 也
大 滝 　 掬
前 田 瑠 依
稲 岡 孝 介

（高44）
（高44）
（高45）
（高45）
（高45）
（高45）
（高45）
（高45）
（高46）
（高46）
（高46）
（高47）
（高47）
（高48）
（高48）
（高48）
（高49）
（高49）
（高49）
（高50）
（高50）
（高50）
（高50）
（高51）
（高51）
（高51）
（高51）
（高52）
（高52）
（高52）
（高52）
（高53）
（高53）
（高53）
（高54）
（高54）
（高54）
（高55）
（高55）
（高55）
（高56）
（高56）
（高56）
（高56）
（高57）
（高57）
（高57）
（高58）

小 村 修 次
糟 谷 一 郎
井 澤 一 勝
武 田 秀 男
長谷川　和　夫
高 倉 幸 七
粕 谷 　 衛
釜 江 　 侃
金 川 俊 成
永 井 万 介
釜 谷 研 造
畑 谷 一
長 田 和 久
田 中 愛 子
藤 田 　 勇
内 山 慶 人
鷺 澤 素 子
渋　谷　春之輔
菅 原 啓 文
石 原 謙 一
坂 田 雅 文
西 海 郁 雄
西 谷 　 正
穴 田 滋 子
立 花 幸 子
藤 原 義 昭
井 上 勝 博
冨 田 銕 哉
水　口　嘉代子
礒 野 　 達
上 田 佳 子
十 倉 茂 明
内　藤　美栄子
井 原 源 介
大 辻 利 弘
神 吉 賢 一
長谷川　好　一
内 田 明 美
後　藤　太原麿
土　師　さかゑ
原 　 雅 子
阿 江 縫 子
長谷川　　　募
松 田 欣 治
山 口 久 子
籠 谷 紘 義
菅 野 正 子
堀　井　扶佐子

（中５）
（中８）
（中13）
（中14）
（中17）
（中18）
（中19・20）
（中19・20）
（高１）
（高２）
（高第2）
（高３）
（高第3）
（高４）
（高４）
（高５）
（高５）
（高５）
（高５）
（高６）
（高６）
（高６）
（高６）
（高７）
（高７）
（高７）
（高８）
（高８）
（高８）
（高９）
（高９）
（高９）
（高９）
（高10）
（高10）
（高10）
（高10）
（高11）
（高11）
（高11）
（高11）
（高12）
（高12）
（高12）
（高12）
（高13）
（高13）
（高13）

馬 谷 昌 代
藤 村 泰 仁
平 郡 陽 子
大 西 賞 尚
籠 谷 真 奈
島 津 高 英
廣　島　麻衣子
井　上　紗和子
尾 上 　 馨
山　本　明日美
松 尾 弘 毅
木 村 拓 也
高 橋 亜 希
豊 田 成 隆
原 　 佳 織
穐 山 隼 也
來 住 翔 太
杉 田 耕 介
三木原　良　輔
新 田 　 薫
西 田 早 織
蓬 莱 翔 吾
菅 藤 理 也
佐 伯 直 澄
野 田 　 葵
松 本 悠 希
永 井 翔 龍
正　川　みのり
見 塚 圭 一
米 田 奈 生
伊 賀 優 花
木 村 雄 亮
千 歳 吾 朗
津 村 海 謡
池　野　和之介
坂 本 晴 輝
中 村 遥 佳
三 好 菜 月
南 　 奈 緒
吉 田 篤 史
溝　口　真梨奈
遠 藤 由 基
渡 邊 千 加
畑 　 颯 太
上　田　大一郎
塩 谷 　 優

（高58）
（高58）
（高58）
（高59）
（高59）
（高59）
（高59）
（高60）
（高60）
（高60）
（高60）
（高61）
（高61）
（高61）
（高61）
（高62）
（高62）
（高62）
（高62）
（高63）
（高63）
（高63）
（高64）
（高64）
（高64）
（高64）
（高65）
（高65）
（高65）
（高65）
（高66）
（高66）
（高66）
（高66）
（高67）
（高67）
（高67）
（高67）
（高68）
（高68）
（高68）
（高68）
（高69）
（高69）
（高69）
（高69）

年次幹事一覧
平成29年6月1日現在
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事業名 開催回数

総会 1

新年懇親会 1

会計監査 1

正副会長会 2

本部役員会 3

オール役員会 1

総務委員会 4

文化委員会 3

体育委員会 2

入会式 1

支部総会 8

年次同窓会 16

平成28年度事業報告書

平成28年度 清流会収支決算書
（平成28年6月1日～平成29年5月31日）

収入の部　　　　　　　　　　　　決算額－予算額＝マイナスの時▲ 単位：円
科　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

１．会 費 等 収 入 8,076,000 8,292,800 216,800
卒 業 生 会 費 6,750,000 6,666,000 ▲84,000 3,000円×2,222件（前年度：6,648,000）
在 校 生 会 費 1,296,000 1,289,800 ▲6,200
特 別 寄 付 金 30,000 337,000 307,000 11件

２．雑 　 収 　 入 1,500,000 1,457,026 ▲42,974 総会、新年会、利息他
３．前 年 度 繰 越 2,589,012 2,589,012 0

合　　計 12,165,012 12,338,838 173,826

支出の部　　　　　　　　　　　　決算額－予算額＝マイナスの時▲ 単位：円
科　　目 予算額 決算額 増　減 摘　　要

１．事 務 費 1,190,000 1,032,270 ▲157,730
事 務 手 当 650,000 550,000 ▲100,000
消 耗 品 費 100,000 57,485 ▲42,515 文具、コピー他
通 信 費 200,000 206,279 6,279 電話、ハガキ他
振 込 手 数 料 230,000 207,734 ▲22,266 年会費振込手数料
雑 費 10,000 10,772 772 残高証明発行手数料

２．会 議 費 160,000 103,750 ▲56,250
諸 会 合 費 120,000 86,906 ▲33,094 オール・本部役員会
総 務 委 員 会 費 20,000 8,070 ▲11,930
文 化 委 員 会 費 10,000 8,774 ▲1,226
体 育 委 員 会 費 10,000 0 ▲10,000

３．事 業 費 8,970,000 8,279,092 ▲690,908
総 会 ・ 新 年 会 費 2,000,000 1,723,958 ▲276,042
清 流 発 行 発 送 費 4,500,000 4,265,152 ▲234,848
会 員 美 術 展 開 催 費 350,000 247,947 ▲102,053
ゴ ル フ 等 開 催 費 20,000 20,000 0 ゴルフ・グラウンドゴルフ大会
支 部 活 動 費 650,000 680,000 30,000 支部会、年次会祝い他
旅 費 交 通 費 150,000 142,000 ▲8,000 支部会への出席旅費交通費
部 活 動 等 助 成 金 800,000 799,421 ▲579 部活動支援
奨 励 表 彰 費 400,000 310,476 ▲89,524 新入会員記念品、表彰
慶 弔 費 100,000 40,138 ▲59,862 お祝い、弔電、餞別等
そ の 他 0 50,000 50,000 学校指定寄付

４．予 備 費 1,545,012 0 ▲1,545,012
５．周 年 事 業 支 出 300,000 300,000 0 周年事業支出
６．次 年 度 繰 越 0 2,623,726 2,623,726

合　　計 12,165,012 12,338,838 173,826
　収入　12,338,838　　支出　9,715,112　　　　次年度繰越　2,623,726

　　　　　　　周年記念事業等特別会計決算書（平成29年5月31日）  単位：円
項　　　　目 金　　　額 摘　　　　要

前 年 度 繰 越 金 7,606,036
郵便局定額貯金 2,808,000
ゆうちょ銀行総合 2,067,200
三井住友（スーパー定期4口） 2,730,836

一般会計からの繰入金 300,000
利　　　　　　　　息 299

合　計（次年度繰越金） 7,906,335
郵便局定額貯金 2,808,000
ゆうちょ銀行総合 2,367,217
三井住友（スーパー定期2口） 2,731,118

　　　　　　　　　　教育助成基金会計報告書（平成29年5月31日） 単位：円
項　　　　目 金　　　額 摘　　　　要

前 年 度 繰 越 金 2,078,710 三井住友（普通）
利 　 　 息 18 （8/22分　9）（2/20分　9）
支 　 　 出 0
合 　 　 計 2,078,728 次年度へ繰越

監　査　報　告
平成28年度決算、並びに周年記念事業等特別会計について、通帳、諸帳簿を監査し

た結果、すべて正確かつ適切に記入されていることを報告します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年6月8日

　　　　　　　　　　　　　　　　　会計監査　泉　　　正　紀

　　　　　　　　　　　　　　　　　会計監査　吉　田　実　盛
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清流会からのお知らせとお願い

とともに、清流会のホームページを充実させるためにも、よ
り若い世代（高40回以降）の皆様の文化委員会への参画を
よろしくお願いいたします。

体育委員会　 委員長　井岡 徳多郎（高28回）
　平成28年度体育委員会では、２つの事業を行いました。
①第114回清流会ゴルフ大会を平成28年９月８日に加古川ゴ
ルフ倶楽部にて開催致しました。
　優勝は明石 知史朗様（高16回）、準優勝 大西 淳滋郎様（高
29回）でした。おめでとう御座います。
②第11回清流会グランドゴルフ大会を平成29年１月13日に
日岡山公園サッカー場で開催いたしました。
　優勝は井澤 丑二良様（高９回）、準優勝 内田 明美様（高11
回）でした。真冬の寒空の下、皆さん元気一杯楽しくプレー
されていました。
　平成29年度も引き続き２つの事業を予定しております。
①第115回清流会ゴルフ大会
　日時：平成29年９月14日（木）
　場所：加古川ゴルフ倶楽部
②第12回清流会グランドゴルフ大会
　日時：未定
　　　　 （春先の暖かい時期）
　場所：日岡山公園
　　　　サッカー場
※ 初参加の方も含めて、皆様と
楽しい時間をすごしたいと思
っておりますので多くの参加
をお待ちしております。

地域支部総会・職域支部総会・年次会について
　開催されるときは、本部事務局へご連絡をお願いしま
す。会長（代理）がお祝金をお届けし、母校の近況報告を
させていただきます。
　年次会の開催にあたっては、案内状発送の便宜を図るた
め、年次会員の宛名シール等を用意いたします（但し有料
です。詳しくは事務局まで。）
住所など変更の場合
　住所、氏名などに変更が生じたときは事務局へご連絡くだ
さい。
お祝いについて
　１． 還暦・古稀・傘寿・米寿・白寿のお祝いはすべて

3,000円とします。（但し、総会出席者のみです）
　２．叙勲・褒章受章は祝電をお送りします。
会員死亡の場合
　全会員を対象に弔電をお送りいたしますので、事務局へ
お知らせください。（香料は差し上げていません）

特別寄附金ご協力のお願い
　同窓会費は在校生の部活動の支援にも使わせていただい
ています。在校生の活躍は同窓生にとっても大きな喜びで
すが、それなりの費用がかかるのもまた現実問題としてあ
ります。
　年次同窓会での余剰金や慶事記念行事の際などにご寄附い
ただければ幸いです。

　会員の皆様に年会費納入のお願いをした上に、誠に心苦
しいのですが母校支援のための特別寄附金（金額はいくら
でも結構です）のご協力をお願い申し上げます。
　同封の振込用紙をご利用ください。

但陽信用金庫本店営業部　普通5461365
兵庫県立加古川東高等学校清流会特別寄附

会長　大西　壯司

総務委員会 委員長　鈴木 利信（高31回）
　平成29年清流会新年会
は１月13日に恒例の加古
川プラザホテルにて、70
名が出席して、楽しく行わ
れました。催しとして高橋
竹仙氏（高30回生）によ
る津軽三味線演奏もあり、
素晴らしいひとときを過ご
すことができました。
　さて、会員の皆様にお願いがあります。清流会の会費収入
が徐々に少なくなっています。ご協力をよろしくお願いいた
します。

文化委員会　 委員長　末澤　正臣（高30回）
　文化委員会は「清流」の編集・発行を担当しています。
　平成28年度も多数の年次会が開催されたこともあり、
「清流」第52号も20ページの構成となりました。この度の
紙面編集では、支部総会や年次会など同窓生の交流・懇親の
便りを前半に、事務的な報告や案内を後半にまとめてみました。

　また、新しい試みとして、クラブ
活動OB・OGの懇親会などの報告も
掲載しています。今回のテニス部の
ような集いを開催されているグルー
プがありましたら、是非とも寄稿を
お願いしたいと思います。
　今後も見易く楽しい紙面を目指す

委員会からの報告

　各界で活躍されている清流会員で、叙勲、褒章、表彰などを受章さ
れた方々を祝意を込めて紹介させていただきます。（順不同、敬称略）
　全ての情報が必ずしも事務局に寄せられているわけではありません
ので、ご紹介できずに失礼していることがあると思います。
　今後もご紹介を続ける予定ですので、情報をお寄せ下さるようお願
いいたします。

＜2015年春の褒章＞
　藍綬褒章　丸山　靖彦（高10回） 保護司
　藍綬褒章　大西　真美子（高21回） 保護司

＜2016年秋の叙勲＞
　瑞宝双光章　宮永　達（高８回） 教　育
　瑞宝小綬章　佐伯　道雄（高16回） 教　育
　瑞宝双光章　中谷　範之（高19回） 消　防

＜2017年春の叙勲＞
　瑞宝単光章　厚海　正昭（高23回） 消　防

叙勲・褒章・表彰のお祝い
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　恒例の総会が近づいてきました。会員であればどなたでも参
加可能です。お誘い合わせのうえご出席下さいますよう、ご案
内申し上げます。

　日　時　平成29年8月６日（日）
　　　　　　11：30～（受付 11：00～）
　会　場　加古川プラザホテル
　　　　　（Tel：079-421-8877）
　会　費　6,000円
　次　第　 ①総会 

②在校生によるアメリカ研修報告 
③講演 高瀬耕造氏（高46回）NHKアナウンサー 
④懇親会（豪華な福引あり） 

◎ ご出席の方は、同封のハガキで7月28日までにご返信ください。
◎  懇親会では、白寿（中９）米寿（中21・高１）傘寿（高９）
古希（高19）還暦（高28）の方へのお祝いをしております。
該当する回生の方は、ぜひご出席下さい。

◎  各支部長様は、10時からの懇親連絡会にご出席をお願い
いたします。

今年度の支部総会・年次会など

年会費納入のお願い
　清流会の事業は会員の皆様からの年会費でまかなわれています。近年は会費納入者が逓減化の傾向にあり
ます。在校生の支援や同窓生の交流事業を進めるために年会費3,000円の納入をお願いいたします。納入期限
は平成30年5月31日になっておりますが、早期の納入にご協力を重ねてお願いいたします。
　納入に際しては同封の振込用紙（コンビニ、郵便局、但陽信用金庫）をご利用ください。手続きが初回の
みで済み、毎年窓口で振り込む手間が不要になる但陽信用金庫の「定額自動送金サービス」を利用して納入
することもできますのでご利用ください。

●清流会事務局の執務案内●
　清流会事務局は、母校内の清流館３階にあります。
　古川千恵子さん（高30回）が事務局員として執務して
います。
　執務日は毎週月曜日と木曜日の午前中です。
TEL：079-421-0373　FAX：079-421-8464
TEL：079-424-2726（緊急時学校）
メールアドレス：kakohigashiseiryukai@topaz.ocn.ne.jp

清流会では、ホームページも開設しております。

http://seiryu-kai.jp/
年次会の案内や報告にご利用ください。会員のトピック
スなども歓迎いたします。
東京支部や稲美支部のホームページにもリンクしています。
ぜひ、ご覧ください。
詳しくは、清流会事務局まで。

東　京　支　部 2017年11月10日 松井　昭憲
 アルカディア市ケ谷

大　阪　支　部 2017年9月9日 山本　俊輔
 大阪神仙閣

奈　良　支　部 2017年9月3日 板倉　敬則

姫　路　支　部 2018年2月16日 平田　建喜

明　石　支　部 2018年2月15日 森本　眞一

稲　美　支　部 2017年5月7日 西川征志郎
 稲美町コミュニティーセンター

県　庁　支　部 未　　定 藤田　隆司
神戸教職員支部 未　　定 松井　勝美

　　高 6 3回 2017年12月末予定 西田　早織

ᙆᗍ̓ỏ̓平成29年度

　清流会会員美術展は隔年開催ですので、次回は平成30年の
総会時に合わせて開催する予定です。
　会員の皆様方には、毎回秀逸な作品を出品いただいておりま
す。誠にありがとうございます。
　清流会では、この催しを通じてさらに同窓の絆、交流を深め
ていただきたく、新たに出品していただける方を募っておりま
す。関心のある方は、清流会事務局までこ連絡ください。

第17回清流会会員美術展

～ 光はつねに東より ～


